
桜見守る坂道で桜見守る坂道で

44
Apr. 2025Apr. 2025

　　646　　646No.No.
４/4 みどり保育園に登園する児童４/4 みどり保育園に登園する児童

令和7年４月18日令和7年４月18日

発行●阿武町役場
編集●阿武町役場まちづくり推進課
TEL●08388-2-3111
URL●https://www.town.abu.lg.jp
印刷●松陰堂有限会社



　

本
町
は
、昭
和
30
年
に
奈
古
町
、

福
賀
村
、宇
田
郷
村
が
、飛
躍
と
発
展

を
期
し
て
合
併
し
、こ
の
１
月
１
日
で

満
70
年
、町
制
施
行
70
周
年
の
記
念

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
の
人
口
は

毎
年
減
り
続
け
て
お
り
、３
千
人
を

切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、減
少
率
は
近

年
鈍
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。令
和
５

年
度
に
お
け
る
死
亡
者
数
が
67
人
に

対
し
て
出
生
者
数
が
17
人
で
、い
わ
ゆ

る「
自
然
増
減
」は
マ
イ
ナ
ス
50
人
で

し
た
が
、一
方
で
、い
わ
ゆ
る「
社
会
増

減
」は
、転
出
が
82
人
に
対
し
て
転
入

が
88
人
で
プ
ラ
ス
６
人
と
な
り
、こ
の

こ
と
は
、直
近
の
５
年
間
の
う
ち
で
４

年
間
が
転
入
超
過
の
状
況
で
あ
り
、

県
内
で
も
他
に
例
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

出
生
者
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成

27
年
度
の
16
人
以
降
、平
成
28
年
度

か
ら
は
６
年
連
続
で
一
桁
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、令
和
４
年
度
に
は
７
年
ぶ

り
に
二
桁
台
の
12
人
、令
和
５
年
度
は

17
人
と
Ｖ
字
回
復
し
、本
年
度
に
お
い

て
も
、現
時
点
の
予
定
で
は
、３
月
末

で
10
人
以
上
の
二
桁
台
の
出
生
者
が

見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
こ
と
は
本
町
が
こ
れ

ま
で
、他
市
町
に
先
駆
け
て
実
施
し
て

来
た
０
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
償
化
を
は
じ
め
、０
歳
児
を

含
め
全
て
の
保
育
料
の
無
償
化
、更
に
、

保
育
園
、小・中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
の
、所
謂「
子
育
て
支
援
３
点

セ
ッ
ト
」の
取
り
組
み
や
、各
種
の
子

育
て
支
援
、定
住
対
策
、高
齢
者
福
祉

対
策
等
々
、本
町
の
取
り
組
ん
で
来
た

独
自
施
策
が
実
を
結
ん
で
来
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
、か
つ
大
き
な
課
題
と
し
て

浮
上
し
て
来
た
の
が
、町
の
医
療
体
制

の
確
保
の
問
題
で
あ
り
、長
年
に
わ
た

り
、本
町
の
医
療
を
担
っ
て
来
て
い
た

だ
い
た
町
内
唯
一
の
開
業
医
の「
齋
藤

医
院
」が
、諸
般
の
事
情
か
ら
昨
年
の

12
月
を
も
っ
て
閉
院
さ
れ
、こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、今
の
齋
藤
医
院
の
場
所

周
辺
に
、新
た
に
町
営
の
診
療
所
を

核
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
を
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、新
た
な
複
合
施
設

の
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
の
期
間
の

対
応
と
し
て
、旧
齋
藤
医
院
の
建
物

を
活
用
し
て
福
賀
診
療
所
の
巡
回
診

療
所
と
し
て「
な
ご
診
療
所
」を
設
置

し
、当
面
３
月
ま
で
は
、月
曜
日
と
金

曜
日
を
終
日
齋
藤
先
生
に
、そ
し
て

水
曜
日
が
山
口
大
学
の
先
生
に
よ
る

半
日
診
療
と
い
う
形
で
、週
2.5
日
の
診

療
を
続
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、４
月

以
降
の
体
制
に
つ
い
て
は
、現
在
、

コ
ン
サ
ル
契
約
を
結
ん
で
い
る
山
口

大
学
医
学
部
の
先
生
や
県
の
地
域
医

療
を
担
当
す
る
先
生
方
と
の
協
議
の

ほ
か
、「
阿
武
町
地
域
医
療
検
討
会
」

の
中
で
も
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
新
た
な
診
療
所
等
複
合
施
設

に
つ
い
て
は
、保
健
・
医
療
・
介
護
・
福

祉
分
野
の
各
組
織
が
迅
速
に
連
携
・

強
化
さ
れ
る
よ
う
、建
物
内
に
社
会

福
祉
協
議
会
と
町
の
健
康
福
祉
課
を

入
居
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」や「
総
合
相
談
窓
口
」な

ど
も
配
置
す
る
ほ
か
、来
院
者
が
く
つ

ろ
げ
る
サ
ロ
ン
な
ど
も
設
け
て
、「
あ

ぶ
の
保
健
室
」の
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ

う
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
拠

点
を
目
指
す
ほ
か
、最
新
技
術
を
活

用
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
車
の
導

入
」や「
薬
の
宅
配
」と
い
っ
た
仕
組
み

も
併
せ
て
構
築
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」や「
電
子
カ
ル

テ
」と
言
っ
た
医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
乗
り
遅
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、昨
年
度
か
ら
進
め

て
い
る「
阿
武
町
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
事

業
」の
中
で
、方
針
を
定
め
、今
年
度
に

お
い
て
は「
阿
武
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、新
年
度
以
降
に
お
い
て
は

国
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
伴
走
型
の
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　

こ
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら

の
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
、ど
う
推
進
し
て
行
く
か

と
言
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、行
政

Ｄ
Ｘ
を
は
じ
め
、防
災
、医
療・介
護
、

子
育
て
、交
通
、農
林
水
産
、観
光
、

教
育
の
８
つ
の
領
域
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い

て
、職
員
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
検
討
し
、今
年
度
は
そ
の
内
の

重
点
領
域
と
し
て
、「
行
政
Ｄ
Ｘ
」に
お

い
て
は
、窓
口
改
革
や
内
部
事
務
、「
防

災
Ｄ
Ｘ
」に
お
い
て
は
、老
朽
化
す
る

防
災
行
政
無
線
に
替
わ
る
デ
ジ
タ
ル

機
器
の
検
討
、「
医
療・介
護
Ｄ
Ｘ
」に

お
い
て
は
、遠
隔
医
療
、高
齢
者
や
要

介
護
者
の
見
守
り
対
応
等
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
他
市
町
の
調
査
や
運
用
の

検
討
、導
入
計
画
案
の
策
定
等
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、行
政
Ｄ
Ｘ
に

お
け
る「
書
か
な
い
窓
口
」を
予
算
化

す
る
と
共
に
、他
の
領
域
や
重
点
項
目

の
実
現
に
向
け
た
伴
走
支
援
を
引
き

続
き
行
う
こ
と
で
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の

到
来
を
前
提
と
し
た
阿
武
町
ら
し
い

体
制
の
整
備
や
、住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
行
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
、国
交
省
に
よ
り
山
陰

道
木
与
防
災
事
業
の
工
事
が
順
調
に

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、こ
の
工
事
の
残
土
を
利
用
し
て

経
費
の
節
減
を
図
る
と
共
に
、定
住

人
口
の
促
進
を
図
る
た
め
の「
美
咲
第

５
分
譲
宅
地
」の
整
備
や
、企
業
誘
致

を
推
進
し
、町
の
雇
用
の
場
を
確
保
す

る
た
め
の
先
行
投
資
と
し
て
、山
陰
道

に
隣
接
す
る
木
与
・
遠
根
の
町
営
の
ミ

ニ
工
業
団
地
と
な
る「
Ａ
Ｂ
Ｕ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
パ
ー
ク
」の
用
地
確
保
の
ほ
か
、

特
産
品
の
振
興
を
図
る
た
め
の
県
営

で
行
う
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
モ
デ
ル
園

地
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　　

新
年
度
に
お
い
て
は
、総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
の
ほ
か
、こ
れ
ま
で
実

施
し
て
来
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
更

に
発
展
さ
せ
な
が
ら
、横
断
的
な
指

標
で
あ
る「
新
た
な
就
業
」、「
関
係
人

口
」、「
活
動
人
口
」の
達
成
に
向
け
た

「
第
３
次
阿
武
町
版
総
合
戦
略
」を
推

進
し
て
行
く
と
共
に
、第
９
次
阿
武
町

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
よ
り
、事

務
事
業
の
集
中
化
、簡
素
化
、省
力
化
、

廃
止
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
打
て
ば
響
く
、町
民

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く

り
」を
全
力
で
推
進
す
る
と
共
に
、

も
っ
と
も
っ
と
チ
ェ
ン
ジ
・
も
っ
と

も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
精
神
も
っ
て
、

町
民
の
皆
様
が
よ
り
住
み
や
す
く
、よ

り
豊
か
に
、よ
り
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
よ
う
最
善

を
尽
く
す
と
共
に
、今
後
と
も「
阿
武

町
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」、「
阿
武
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
各
種
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

【
令
和
７
年
度
】

施
政
方
針
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令
和
７
年
度
の
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
昨
年
度
か
ら

14
億
８
７
２
３
万
円（
36.3
％
）の
増
額
で
す
。

　

当
初
予
算
の
主
要
事
業
を「
７
つ
の
柱
」に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

一般会計　45億1,000万円
特別会計　15億7,517万7千円
公営企業会計　　  3億3,929万9千円 
総　　額　64億2,447万6千円 

新たな医療・介護・福祉・子育て体制の基盤を作る予算

令和７年度の当初予算などを審議する「阿武町議会３月定例会（令和７年第１回定例会）」が2月28日から19日まで（20日間）
開かれ、議案28件と諮問１件、発議１件、全員協議会での報告３件について、それぞれ原案どおり可決または承認されました。

令和7年度 当初予算が成立

１
．「
誇
り
と
活
力
あ
る

仕
事
づ
く
り
」

（
産
業
・
経
済
・
労
働
・
雇
用
・
働
き
方
）　

農
業
関
係

・第
一
次
産
業
の

　
　
担
い
手
確
保
に
伴
う

公
営
住
宅
建
設
事
業

（
２
４
０
０
万
円
）

　

第
一
次
産
業
の
担
い
手
確

保
の
た
め
、担
い
手
が
優
先
的

に
入
居
で
き
る
公
営
住
宅
を

建
設
し
ま
す
。

・農
産
物
生
産
強
化
の
た
め
の

支
援
事
業

（
１
億
５
４
０
０
万
円
）

　

県
営
ほ
場
整
備
事
業
福
田

地
区
が
整
備
か
ら
40
年
以
上

経
過
し
、用
水
路
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

ポ
ン
プ
施
設
、暗
渠
排
水
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

・キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

モ
デ
ル
園
地
整
備
事
業

（
１
９
０
０
万
円
）

　

阿
武
町
の
果
樹
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、奈
古
地
区
ほ

場
整
備
に
よ
る
、キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
モ
デ
ル
園
地
を
造
成

し
ま
す
。

畜
産
関
係

・特
産
無
角
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業

（
７
４
８
５
万
円
）

　

無
角
和
牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
・
加
速
化
す
る
た
め
、新

し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金（
第
２
世
代
交
付
金
）

に
よ
る
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
む
と
共
に
、ブ
ラ
ン
ド

化
に
携
わ
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
飼
養
管
理

を
中
心
と
す
る
集
落
支
援
員
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
関
係

・
産
学
連
携
事
業
サ
ポ
ー
ト

事
業

（
20
万
円
）

　

企
業
の
技
術
・
生
産
効
率
の

向
上
、事
業
拡
大
等
の
た
め

に
、企
業
と
学
校
が
連
携
し
て

取
り
組
む
事
業
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

・町
内
事
業
者
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

（
50
万
円
）

　

町
内
事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
推
進

を
図
る
た
め
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
導
入
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
構

築
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
か
か

る
町
内
事
業
者
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

・エ
ネ
ル
ギ
ー・食
料
品
価
格
等

高
騰
対
策
商
品
券
事
業

（
１
８
９
６
万
９
千
円
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格

等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
町
民
の
家
計
支
援
を
目
的
と

し
て
、商
品
券
を
全
町
民
に
交

付
し
ま
す
。

２
．「
個
が
尊
重
さ
れ
る

生
活
づ
く
り
」

（
福
祉
・
介
護
・
医
療
・
社
会
保
険
・

男
女
共
同
参
画
・
人
権
）

福
祉
関
係

・阿
武
町
元
気
盛
り
上
げ

ポ
イ
ン
ト
事
業

（
49
万
３
千
円
）

　

健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、行
事
の
参
加
等
を
促
す
た
め
、

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
、ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
た
方
を
対
象
に
町

内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
配

布
、ま
た
は
あ
ぶ
ペ
イ
の
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
ま
す
。

介
護
関
係

・清
ヶ
浜
清
光
苑
設
備

更
新
事
業
ほ
か

（
６
０
３
万
４
千
円
）

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
ヶ
浜
清

光
苑
の
設
備
更
新
及
び
駐
車
場

舗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

医
療
関
係

・診
療
所
等
複
合
施
設建

設
事
業

（
８
億
１
０
０
０
万
５
千
円
）

　

阿
武
町
の
医
療
体
制
の
維
持

を
図
る
た
め
、令
和
８
年
度
の
運

用
開
始
を
目
指
し
、新
た
な
診

療
所
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・な
ご
診
療
所
運
営
事
業

（
４
７
３
５
万
３
千
円
）

　

阿
武
町
の
医
療
体
制
の
維

持
を
図
る
た
め
、新
た
な
診
療

所
が
で
き
る
ま
で
の
間
、福
賀

診
療
所
の
巡
回
診
療
と
し
て

な
ご
診
療
所
を
運
営
し
ま
す
。

・母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
事
業

（
391
万
３
千
円
）

　

妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
向

け
健
康
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を

目
的
と
し
て
、母
子
健
康
手
帳

ア
プ
リ「
母
子
モ
」を
活
用
し

た
妊
産
婦
・
予
防
接
種
・
乳
幼

児
健
診
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
段

階
的
に
実
施
し
ま
す
。

・子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

（
405
万
円
）

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
切
れ
目
な
く
包
括
的

な
子
育
て
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

・脳
血
管
疾
患
予
防
事
業

（
94
万
９
千
円
）

　

町
の
健
康
課
題
で
あ
る
脳
血

管
疾
患
の
発
病
予
防
を
目
的
と

し
て
、日
本
高
血
圧
学
会
や
大

阪
大
学
の
指
導
の
も
と
、萩
市
と

協
働
で
高
血
圧
予
防
や
生
活
習

慣
病
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．「
人
が
集
ま
る

ま
ち
づ
く
り
」

（
観
光
・
住
宅
・
移
住
定
住
・

交
流
・
交
通
）

観
光
関
係

・
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
プ
レ
事
業

（
190
万
８
千
円
）

　

令
和
８
年
秋
に
開
催
さ
れ

る
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｊ
Ｒ
と
自
治

体
が
連
携
し
て
都
道
府
県
単

位
で
行
う
観
光
宣
伝
事
業
）に

向
け
て
、体
制
を
整
え
る
た
め

の
プ
レ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・観
光
振
興
推
進
事
業（920

万
円
）

　

阿
武
町
の
稼
げ
る
観
光
を

目
指
す
た
め
、民
間
の
観
光
組

織
で
あ
る（
一
社
）あ
ぶ
ナ
ビ

に
観
光
振
興
推
進
業
務
を
委

託
し
ま
す
。ま
た
、観
光
組
織

の
強
化
の
た
め
、企
業
派
遣
型

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を

活
用
し
ま
す
。

・日
本
で
最
も
美
し
い
村
を

活
用
し
た
阿
武
町
Ｐ
Ｒ
事
業

（
365
万
円
）

　

阿
武
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
加

盟
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業
を

行
い
ま
す
。

・道
の
駅
産
業
振
興
事
業

（
３
１
８
４
万
５
千
円
）

　

道
の
駅
阿
武
町
を
拠
点
と

し
て
、町
の
観
光
と
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、道
の
駅
の
運

営
主
体
で
あ
る(

株)

あ
ぶ
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
支
援
し
ま

す
。ま
た
、温
水
プ
ー
ル
を
多

目
的
運
動
施
設
に
改
修
す
る

た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

住
宅
関
係

・美
咲
第
５
分
譲
宅
地整

備
事
業

（
１
憶
３
２
３
０
万
円
）

　

こ
れ
ま
で
整
備
し
た
分
譲

宅
地
が
概
ね
完
売
し
、引
き
続

き
分
譲
宅
地
の
販
売
に
よ
る

移
住
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

新
た
に
美
咲
第
５
分
譲
宅
地

を
整
備
し
ま
す
。

式
典
関
係

・町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

（
１
憶
３
２
３
０
万
円
）

　

町
制
施
行
70
周
年
を
記
念

し
て
、式
典
等
を
開
催
し
ま

す
。

４
．「
町
の
力
と
な
る

ひ
と
づ
く
り
」

（
保
育
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・

協
働
・
住
民
自
治
）

保
育
関
係

・子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業

（
57
万
６
千
円
）

　

家
事
・
子
育
て
等
に
対
し
て

不
安
・
負
担
を
抱
え
た
家
庭
、

妊
産
婦
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等

が
い
る
家
庭
の
居
宅
を
訪
問

し
、家
庭
が
抱
え
る
不
安
や
悩

み
を
傾
聴
す
る
と
と
も
に
、家

事
・
子
育
て
等
の
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

・子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
36
万
４
千
円
）

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
の
保
護
者
が
、疾
病
等
の
理

由
に
よ
り
一
時
的
に
児
童
を

養
護
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
、児
童
養
護
施

設
等
に
お
い
て
一
定
期
間
、養

育
・
保
護
を
行
い
ま
す
。

学
校
教
育
関
係

・未
来
を
担
う
人
材
育
成
事
業

（
１
８
７
８
万
円
）

　

町
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、

効
果
的
な
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
の
学
力
向
上
を

図
る
た
め
、公
設
塾
の
開
設
を

検
討
し
ま
す
。

・学
力
向
上
対
策
事
業

（
236
万
１
千
円
）

　

小
・
中
学
生
の
学
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、大
学
と
連
携

し
た
学
習
セ
ミ
ナ
ー
を
開
設

し
ま
す
。

・学
校
水
泳
学
習
委
託
事
業

（
100
万
円
）

　

専
門
的
な
指
導
に
よ
る
水

泳
授
業
の
質
の
向
上
と
、安
全

管
理
等
に
配
慮
す
る
た
め
、

小
・
中
学
校
の
水
泳
授
業
を
民

間
企
業
に
委
託
し
ま
す
。

・地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
事
業

（
71
万
円
）

　

部
活
動
の
地
域
移
行
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
、指
導
者

の
養
成
や
地
域
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

５
．「
未
来
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り
」

（
環
境
・土
地
・
社
会
基
盤
）

環
境
関
係

・廃
棄
物
排
出
適
正
化
事
業

（
103
万
３
千
円
）

　

地
域
特
性
に
応
じ
た
収
集

効
率
の
向
上
と
、町
内
か
ら
排

出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、集
積
場
の
統
廃

合
等
の
各
施
策
を
実
施
し
ま

す
。

・海
上
漂
流
物
回
収
委
託
事
業

（
68
万
２
千
円
）

　

町
内
漁
港
に
引
揚
さ
れ
た
海

上
漂
流
物
を
回
収
す
る
た
め
、

フ
レ
コ
ン
を
設
置
し
、定
期
的

な
収
集
・
運
搬
及
び
処
分
を
委

託
す
る
環
境
美
化
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

・海
岸
高
潮
対
策
事
業

（
１
億
１
０
０
０
万
円
）

　

高
潮
・
波
浪
等
に
よ
る
越

波
、浸
水
か
ら
背
後
地
を
防
護

す
る
た
め
、宇
田
郷
漁
港
、今

浦
・
尾
無
護
岸
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

６
．「
安
全
安
心
な

暮
ら
し
づ
く
り
」

（
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
・

空
き
家
・
消
費
者
行
政
）

防
災
関
係

・防
災
無
線
維
持
管
理
事
業

（
13
万
２
千
円
）

　

防
災
無
線
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
た
め
、音
声
読
み
上

げ
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、ま
た
、

防
災
無
線
使
用
料
を
無
料
化

し
ま
す
。

・消
防
自
動
車
整
備
事
業

（
１
４
０
０
万
円
）

　

消
防
活
動
の
維
持
の
た
め
、

配
備
か
ら
30
年
経
過
し
老
朽

化
し
て
い
る
宇
田
郷
分
団
の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

を
更
新
し
ま
す
。

空
き
家
関
係

・空
き
家
除
去
補
助
事
業

（
300
万
円
）

　

居
住
環
境
等
の
整
備
改
善

を
図
る
た
め
、倒
壊
危
険
家
屋

等
不
良
住
宅
の
除
去
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

７
．「
時
代
に
応
じ
た

行
財
政
運
営
」

（
行
財
政
・
議
会
）

行
財
政
関
係

・行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

（
２
３
１
６
万
円
）

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

行
政
運
営
は
避
け
ら
れ
な
い

課
題
で
あ
り
、様
々
な
課
題
や

多
様
な
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
期

待
に
応
え
る
た
め
、「
阿
武
町

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」に
基
づ
き
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
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。
す
ま
い
行
を
計
設
の
め
た

係
関
宅
住

地
宅
譲
分
５
第
咲
美・

業
事
備
整

）
円
万
０
３
２
３
憶
１
（

譲
分
た
し
備
整
で
ま
れ
こ

　

続
き
引、
し
売
完
ね
概
が
地
宅

る
よ
に
売
販
の
地
宅
譲
分
き

、
め
た
る
図
を
進
促
住
定
住
移

地
宅
譲
分
５
第
咲
美
に
た
新

。
す
ま
し
備
整
を

係
関
典
式行

施
制
町・

70

業
事
念
記
年
周

）

（
４
０
９
万
６
千
円

行
施
制
町

　

70

念
記
を
年
周

ま
し
催
開
を
等
典
式、
て
し

。
す

」
り
く
づ
と
ひ

・
育
教
会
社
・
育
教
校
学
・
育
保
（

）
治
自
民
住
・
働
協係

関
育
保

業
事
援
支
問
訪
帯
世
て
育
子・

（
57

）
円
千
６
万

て
し
対
に
等
て
育
子
・
事
家

　

、
庭
家
た
え
抱
を
担
負
・
安
不

問
訪
を
宅
居
の
庭
家
る
い
が

悩
や
安
不
る
え
抱
が
庭
家、
し

家、
に
も
と
と
る
す
聴
傾
を
み

施
実
を
援
支
の
等
て
育
子
・
事

。
す
ま
し

業
事
援
支
期
短
て
育
子・

（
36

）
円
千
４
万

家
る
い
て
し
育
養
を
童
児

　

理
の
等
病
疾、
が
者
護
保
の
庭

を
童
児
に
的
時
一
り
よ
に
由

に
難
困
が
と
こ
る
す
護
養

養、
間
期
定
一
て
い
お
に
等
設

。
す
ま
い
行
を
護
保
・
育

係
関
育
教
校
学

業
事
成
育
材
人
う
担
を
来
未・

）
円
万
８
７
８
１
（

、
め
た
る
め
高
を
力
魅
の
町

　

を
上
向
力
学
の
も
ど
子、
た
ま

を
設
開
の
塾
設
公、
め
た
る
図

。
す
ま
し
討
検

業
事
策
対
上
向
力
学・

（
236

）
円
千
１
万

上
向
の
力
学
の
生
学
中
・
小

　

携
連
と
学
大、
て
し
と
的
目
を

。
す
ま
し

業
事
託
委
習
学
泳
水
校
学・

（
100

）
円
万

水
る
よ
に
導
指
な
的
門
専

　

全
安、
と
上
向
の
質
の
業
授
泳

、
め
た
る
す
慮
配
に
等
理
管

民
を
業
授
泳
水
の
校
学
中
・
小

。
す
ま
し
託
委
に
業
企
間

業
事
進
推
動
活
ブ
ラ
ク
域
地・

（
71

）
円
万

円
を
行
移
域
地
の
動
活
部

　

者
導
指、
め
た
る
す
進
推
に
滑

活
の
ブ
ラ
ク
域
地
や
成
養
の

。
す
ま
し
援
支
を
動

」
り
く
づ
境
環

）
盤
基
会
社
・
地
土・
境
環
（

係
関
境
環

業
事
化
正
適
出
排
物
棄
廃・

（
103

）
円
千
３
万

集
収
た
じ
応
に
性
特
域
地

　

排
ら
か
内
町、
と
上
向
の
率
効

化
正
適
の
物
棄
廃
る
れ
さ
出

廃
統
の
場
積
集、
め
た
る
図
を

ま
し
施
実
を
策
施
各
の
等
合

。
す

業
事
託
委
収
回
物
流
漂
上
海・

（
68

）
円
千
２
万

海
た
れ
さ
揚
引
に
港
漁
内
町

　

、
め
た
る
す
収
回
を
物
流
漂
上

的
期
定、
し
置
設
を
ン
コ
レ
フ

委
を
分
処
び
及
搬
運
・
集
収
な

施
実
を
動
活
化
美
境
環
る
す
託

。
す
ま
し

業
事
策
対
潮
高
岸
海・

）
円
万
０
０
０
１
億
１
（

越
る
よ
に
等
浪
波
・
潮
高

　

護
防
を
地
後
背
ら
か
水
浸、
波

今、
港
漁
郷
田
宇、
め
た
る
す

を
事
工
修
改
岸
護
無
尾
・
浦

。
す
ま
し
施
実

」
り
く
づ
し
ら
暮

・
災
防
・
犯
防
・
全
安
通
交
（

）
政
行
者
費
消
・
家
き
空

係
関
災
防

業
事
理
管
持
維
線
無
災
防・

（
13

）
円
千
２
万

上
み
読
声
音、
め
た
る
図
を
上

、
た
ま、
し
入
導
を
ト
フ
ソ
げ

化
料
無
を
料
用
使
線
無
災
防

。
す
ま
し

業
事
備
整
車
動
自
防
消・

）
円
万
０
０
４
１
（

、
め
た
の
持
維
の
動
活
防
消

　

ら
か
備
配

30

朽
老
し
過
経
年

の
団
分
郷
田
宇
る
い
て
し
化

車
載
積
付
プ
ン
ポ
力
動
型
小

。
す
ま
し
新
更
を

係
関
家
き
空

業
事
助
補
去
除
家
き
空・

（
300

）
円
万

善
改
備
整
の
等
境
環
住
居

　

屋
家
険
危
壊
倒、
め
た
る
図
を

す
要
に
去
除
の
宅
住
良
不
等

ま
し
助
補
を
部
一
の
用
費
る

。
す

」
営
運
政
財
行

）
会
議
・
政
財
行
（

係
関
政
財
行

業
事
進
推
化
ル
タ
ジ
デ
政
行・

）
円
万
６
１
３
２
（

た
し
用
活
を
術
技
ル
タ
ジ
デ

い
な
れ
ら
け
避
は
営
運
政
行

や
題
課
な
々
様、
り
あ
で
題
課

町
武
阿
「、
め
た
る
え
応
に
待

デ
き
づ
基
に」
画
計
進
推
Ｘ
Ｄ

安
た
し
用
活
を
術
技
ル
タ
ジ

推
を
り
く
づ
ち
ま
な
心
安
・
全

。
す
ま
し
進
　

民生費
29.2%
民生費
29.2%

総務費
16.7%
総務費
16.7%

農林
水産費
11.8%

農林
水産費
11.8%

土木費
9.1%
土木費
9.1%

商工費
6.3%
商工費
6.3%

消防費
5.9%
消防費
5.9%

公債費
5.7%
公債費
5.7%

教育費
5.6%
教育費
5.6%

議会費 1.0%
諸支出費 3.0%
衛生費 5.4%

議会費 1.0%
諸支出費 3.0%
衛生費 5.4%

予備費 0.2%
災害復旧費 0.2%
労働費 0.1%

予備費 0.2%
災害復旧費 0.2%
労働費 0.1%

地方交付税
39.9%

地方交付税
39.9%

町債
18.9%
町債
18.9%

繰越金
8.9%
繰越金
8.9%

国庫支出金
8.3%

国庫支出金
8.3%

県支出金
6.4%
県支出金
6.4%

繰入金
6.3%
繰入金
6.3%

町税
5.9%
町税
5.9%

地方消費税交付金 1.4%地方消費税交付金 1.4%
使用料及び手数料 1.1%使用料及び手数料 1.1%

地方譲与税 1.1%地方譲与税 1.1%
諸収入 0.9%諸収入 0.9%

分担金及び負担金 0.3%分担金及び負担金 0.3% 財政収入 0.3%
法人事業税交付金 0.1%
寄附金 0.1%
環境性能割交付金 0.1%
その他 0.1％

財政収入 0.3%
法人事業税交付金 0.1%
寄附金 0.1%
環境性能割交付金 0.1%
その他 0.1％

令和7年度 一般会計  予算総額 45億1000万円

歳出 歳入
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議
案
審
議（
28
件
）

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度
阿
武
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
））

　

令
和
６
年
12
月
13
日
を
基

準
日
と
し
た
非
課
税
世
帯
分
・

こ
ど
も
加
算
分
に
係
る
阿
武

町
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

金
の
実
施
に
あ
た
り
、一
般
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
を

行
い
ま
し
た
の
で
、こ
れ
を
報

告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
第
７
次
阿
武
町
総
合
計
画

　
　
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　
「
阿
武
町
住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
計
画
審
議
会
」で
の

ご
審
議
を
経
て
、「
第
７
次
阿

武
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

「
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
」と

し
て
議
決
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

◆
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

   

法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

　

令
和
４
年
６
月
17
日
に
刑

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
、懲
役
及
び
禁
錮

の
廃
止
、拘
禁
刑
の
創
設
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
係
る

「
阿
武
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
」、「
阿
武

町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
」、「
阿
武
町

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例
」、「
阿
武
町
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
」及
び
、「
阿
武
町
消
防
団
員

の
定
数
、任
免
、給
与
、服
務
等

に
関
す
る
条
例
」の
一
部
改
正

を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
議
会
議
員
及
び

阿
武
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
お
い
て
、３

年
に
１
度
、基
本
的
に
は
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
年
に
見

直
し
が
行
わ
れ
、こ
の
度
、政

府
原
案
の
改
正
内
容
が
決
定

さ
れ
、本
年
４
月
に
交
付
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
町
に
関
連
す
る
自
動
車
の

使
用
や
ビ
ラ
及
び
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
に
係
る
単
価
等
が
改
正

さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
お
け
る
３

年
に
１
度
の
見
直
し
に
係
る

も
の
で
、政
府
原
案
の
決
定
に

よ
り
、選
挙
長
を
は
じ
め
、投

票
管
理
者
、開
票
管
理
者
、

投
票
立
会
人
、開
票
立
会
人
、

選
挙
立
会
人
の
費
用
弁
償
に

係
る
単
価
を
、職
の
区
分
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
０
円
か

ら
１
７
０
０
円
に
増
額
す
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
職
員
の
勤
務
時
間

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
、介
護
休
業
等
育

児
ま
た
は
家
族
介
護
を
行
う

労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、「
子
の
年
齢
に

応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
」、

「
育
児
休
業
の
取
得
状
況
の
公

表
義
務
の
対
象
拡
大
や
次
世

代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
・
強

化
」、「
介
護
離
職
防
止
の
た
め

の
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

制
度
の
強
化
」等
の
制
度
の
見

直
し
が
さ
れ
た
事
に
伴
い
引
用

の
あ
る
条
例
の
一
部
改
正
を
行

う
も
の
で
、時
間
外
勤
務
等
の

制
限
を
、「
３
歳
に
満
た
な
い

子
」か
ら「
小
学
生
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で
の
子
」に
改

正
す
る
ほ
か
、新
規
に
職
員
に

対
す
る
個
別
の
周
知
及
び
意

向
確
認
、申
出
が
し
や
す
い
勤

務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措

置
等
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与

制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
部
分
の

改
正
を
行
う
も
の
で
、時
代
の

要
請
に
即
し
た
給
与
制
度
に

転
換
す
る
た
め
、３
級
以
上
に

係
る
給
料
表
の
改
正
を
は
じ

め
、職
責
を
重
視
し
た
俸
給
体

系
と
な
る
よ
う
昇
格
時
の
俸

給
上
昇
幅
を
見
直
す
切
替
表

の
改
正
、配
偶
者
に
係
る
手
当

を
廃
止
し
、子
に
係
る
手
当
の

引
き
上
げ
に
係
る
扶
養
手
当

の
見
直
し
の
ほ
か
、管
理
職
員

特
別
勤
務
手
当
の
支
給
対
象

時
間
帯
の
改
正
及
び
、災
害
発

生
時
に
職
員
が
災
害
対
策
本

部
の
指
示
に
よ
り
行
う
応
急

作
業
若
し
く
は
災
害
状
況
の

調
査
等
に
従
事
し
た
場
合
の

災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
新

た
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

　
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

　
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く

　
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の

　
提
供
に
関
す
る条

例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律（
所
謂
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、条

例
で
引
用
す
る
法
令
の
条
項

の
番
号
ず
れ
に
よ
る
改
正
で
す
。

◆
阿
武
町
農
村
情
報
連
絡

（
防
災
行
政
無
線
）

　
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る

　
条
例
の一
部
を改

正
す
る
条
例

　

平
成
31
年
か
ら
令
和
４
年

に
か
け
て
尾
無
、土
、筒
尾
、

宇
久
集
落
内
に
そ
れ
ぞ
れ
整

備
し
た
屋
外
拡
声
受
信
設
備

４
基
が
登
載
も
れ
で
あ
っ
た
た

め
、今
回
、追
加
す
る
ほ
か
、安

全
で
安
心
な
町
づ
く
り
の
推

進
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、設
備
使
用
料
に
係

る
条
文
を
削
除
し
、個
別
受
信

機
の
使
用
料
を
無
料
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
定
住
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

Ｕ
タ
ー
ン
者
、Ｉ
タ
ー
ン
者
、

新
婚
世
帯
、子
育
て
世
帯
に
対

す
る
新
築
ま
た
は
中
古
住
宅

を
取
得
し
た
場
合
の「
住
宅
取

得
補
助
金
」が
本
年
３
月
末
を

も
っ
て
失
効
す
る
た
め
、柳
橋

分
譲
宅
地
及
び
、現
在
整
備
を

進
め
て
い
る
美
咲
第
５
分
譲

宅
地
の
販
売
開
始
に
向
け
て
、

新
た
に
期
限
を
５
年
間
延
長

し
、令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
指

定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
て
い

る「
阿
武
町
高
齢
者
福
祉
施
設
：

清
ヶ
浜
清
光
苑
」、「
阿
武
町
高

齢
者
福
祉
複
合
施
設
：
い
ら
お

苑
」及
び
、「
阿
武
町
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」の
ほ
か
、「
道
の

駅
阿
武
町
」及
び「
阿
武
町
ま
ち

の
縁
側
拠
点
施
設
Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ

ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
」の
５
施
設
の

指
定
管
理
期
間
が
本
年
３
月
末

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
、各
施
設
に
お
い
て
は
、引

き
続
き「
阿
武
福
祉
会
」、「
阿
武

町
社
会
福
祉
協
議
会
」及
び
、

「（
株
）あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」

を
指
定
管
理
者
と
し
、期
間
を

本
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
12
年

３
月
末
ま
で
の
５
年
間
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
と
萩
市
と
の
間
に

お
け
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
萩

市
と
の
事
務
委
託
契
約
を
締
結

し
て
い
る「
や
す
ら
ぎ
苑
」の
斎

場
業
務
と
消
防
・
救
急
業
務
の

委
託
期
間
が
、本
年
３
月
末
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、引

き
続
き
委
託
期
間
を
５
年
間
延

長
す
る
た
め
の
規
約
の
変
更
に

係
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を

　
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び

　
共
同
処
理
す
る
事
務
の

構
成
団
体
の
変
更
並
び
に

　
こ
れ
に
伴
う
規
約
の変更

に
つ
い
て

　

加
入
団
体
の
解
散
に
伴
い
、本

年
３
月
末
で
市
町
総
合
事
務
組

合
か
ら
田
布
施
・
平
生
水
道
企

業
団
の
脱
退
を
は
じ
め
、本
年
４

月
か
ら
非
常
勤
職
員
公
務
災
害

補
償
事
務
を
共
同
処
理
す
る
団

体
に
下
関
市
が
、公
平
委
員
会

事
務
を
共
同
処
理
す
る
団
体
に

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
が
、

交
通
災
害
共
済
事
務
を
共
同
処

理
す
る
団
体
に
山
口
市
が
そ
れ

ぞ
れ
加
入
す
る
こ
と
に
伴
う
規

約
の
変
更
で
す
。

◆
阿
武
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
29
日
を
も
っ
て

任
期
が
満
了
す
る
農
業
委
員

に
つ
い
て
、推
薦
、公
募
を
行
っ

た
結
果
、６
人
の
候
補
者
が
確

定
し
た
た
め
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
阿
武
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
回
）

　

補
正
額
は
１
億
４
６
１
８

万
２
千
円
を
減
額
し
、補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

34
億
４
４
７
７
万
９
千
円
で
、

減
額
の
主
な
要
因
は
事
業
の

精
算
見
込
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
６
年
度

　
４
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
回
） 

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

   

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

   

・介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　

い
ず
れ
も
主
に
は
精
算
見
込

み
に
よ
る
も
の
で
、特
別
会
計
の

補
正
予
算
の
総
額
は
298
万
７
千

円
の
減
額
で
、４
つ
の
特
別
会
計

の
補
正
後
の
総
額
は
13
億
７
１

９
３
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度

　
２
つ
の
公
営
企
業
会
計
補
正

予
算

   

・簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

   

・集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

　

い
ず
れ
も
主
に
は
精
算
見
込

み
に
よ
る
も
の
で
、公
営
企
業
別

会
計
の
補
正
予
算
の
総
額
は
608

万
３
千
円
の
増
額
で
、２
つ
の
企

業
会
計
の
補
正
後
の
総
額
は
３

億
２
８
６
６
万
８
千
円
と
な
り

ま
す
。

◆
令
和
７
年
度

一
般
会
計 

当
初
予
算

　

総
額
は
45
億
１
千
万
円
で
、

対
前
年
度
比
プ
ラ
ス
36.3
％
で
12

億
200
万
円
の
増
額
で
す
。

◆
令
和
７
年
度 

　
４
つ
の
特
別
会
計 

当
初
予
算

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

   

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

   

・介
護
保
険
事
業

　

総
額
は
、15
億
７
５
１
７
万

７
千
円
で
、対
前
年
度
比
プ
ラ

ス
20.2
％
で
２
億
６
５
０
１
万

円
の
増
額
で
す
。

◆
令
和
７
年
度

　
２
つ
の
公
営
企
業
会
計

当
初
予
算

   

・簡
易
水
道
事
業

   

・集
落
排
水
事
業

　

予
定
額
は
３
億
３
９
２
９

万
９
千
円
で
、対
前
年
度
比
プ

ラ
ス
6.3
％
で
２
０
２
２
万
円
の

増
額
で
す
。諮問（

１
件
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

町
長
が
推
薦
し
、法
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
委
員
３
人
の
う

ち
小
野 

喜
男
委
員
と
安
光 

明
文

委
員
が
、令
和
７
年
６
月
30
日

に
任
期
満
了
に
伴
う
こ
と
か

ら
、人
権
擁
護
委
員
法
に
よ
り
、

安
光 

明
文
委
員
の
再
任
及
び
、

新
委
員
と
し
て
林  

一
恵
氏
の

推
薦
に
当
た
り
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。

発
議（
１
件
）

◆
阿
武
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に

よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関

係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律（
所
謂
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

引
用
法
令
の
条
ず
れ
等
に
伴

う
修
正
、字
句
の
修
正
、削
除

及
び
追
加
を
行
う
も
の
で
、施

行
日
は
本
年
４
月
１
日
か
ら

と
な
り
ま
す
。　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会 

報
告（
３
件
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

❶
尾
無
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設

機
能
改
築（
電
気
設
備
）工
事

【
７
０
４
万
円
】（
㈱
山
産
）

❷
水
車
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
２
２
６
４
万
９
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❸
町
道
亀
山
十
王
堂
線道

路
改
良
工
事

【
３
１
２
３
万
100
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❹
寺
東
地
区
小
規
模
治
山
工
事

【
521
万
６
千
200
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❺
阿
武
町
公
営
住
宅
水
ヶ
迫
団
地

解
体
除
去
工
事

【
１
２
７
６
万
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❻
町
道
草
刈
労
力
軽
減
対
策
工
事

（
福
賀
地
区
）

【
502
万
５
千
900
円
】

（
小
田
産
業
㈱
）

❼
阿
武
町
簡
易
水
道
水
ヶ
迫
水
管

更
新
工
事

【
758
万
４
千
500
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

❽
町
道
片
線
及
び
釡
屋
片
線
道
路

改
良
工
事

【
１
７
２
４
万
２
千
500
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❾
町
道
汐
入
野
地
線
測
量
設
計業

務

【
１
０
２
３
万
円
】

（
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

10
診
療
所
施
設
等
敷
地
造
成
工
事

【
２
１
３
６
万
２
千
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

11
阿
武
町
診
療
所
等
複
合
施
設

設
計
業
務

【
２
９
７
０
万
円
】

（
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
山
口
支
店
）

12
山
口
銀
行
阿
武
支
店
社
宅・

　
木
村
寝
装
解
体
工
事

【
６
６
３
万
３
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

◆
㈲
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

　
阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、町
が
出
資
費
率
50
％
以

上
の
出
資
法
人
で
あ
る「
㈲
ド

リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
」の
経

営
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
寄
付
の
採
納
に
つ
い
て

　

診
療
所
複
合
施
設
の
建
設
に

当
た
り
、齋
藤
医
院
の
齋
藤
先

生
か
ら
診
療
所
部
分
に
係
る
土

地
と
建
物
に
係
る
寄
付
に
よ
る

も
の
で
す
。（
木
村
寝
装
の
土
地

と
建
物
）

阿
武
町
議
会

３
月
定
例
会

会
期
：
2
月
28
日
〜
19
日

5



議
案
審
議（
28
件
）

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度
阿
武
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
））

　

令
和
６
年
12
月
13
日
を
基

準
日
と
し
た
非
課
税
世
帯
分
・

こ
ど
も
加
算
分
に
係
る
阿
武

町
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

金
の
実
施
に
あ
た
り
、一
般
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
を

行
い
ま
し
た
の
で
、こ
れ
を
報

告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
第
７
次
阿
武
町
総
合
計
画

　
　
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　
「
阿
武
町
住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
計
画
審
議
会
」で
の

ご
審
議
を
経
て
、「
第
７
次
阿

武
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

「
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
」と

し
て
議
決
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

◆
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

   

法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

　

令
和
４
年
６
月
17
日
に
刑

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
、懲
役
及
び
禁
錮

の
廃
止
、拘
禁
刑
の
創
設
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
係
る

「
阿
武
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
」、「
阿
武

町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
」、「
阿
武
町

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例
」、「
阿
武
町
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
」及
び
、「
阿
武
町
消
防
団
員

の
定
数
、任
免
、給
与
、服
務
等

に
関
す
る
条
例
」の
一
部
改
正

を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
議
会
議
員
及
び

阿
武
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
お
い
て
、３

年
に
１
度
、基
本
的
に
は
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
年
に
見

直
し
が
行
わ
れ
、こ
の
度
、政

府
原
案
の
改
正
内
容
が
決
定

さ
れ
、本
年
４
月
に
交
付
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
町
に
関
連
す
る
自
動
車
の

使
用
や
ビ
ラ
及
び
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
に
係
る
単
価
等
が
改
正

さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
お
け
る
３

年
に
１
度
の
見
直
し
に
係
る

も
の
で
、政
府
原
案
の
決
定
に

よ
り
、選
挙
長
を
は
じ
め
、投

票
管
理
者
、開
票
管
理
者
、

投
票
立
会
人
、開
票
立
会
人
、

選
挙
立
会
人
の
費
用
弁
償
に

係
る
単
価
を
、職
の
区
分
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
０
円
か

ら
１
７
０
０
円
に
増
額
す
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
職
員
の
勤
務
時
間

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
、介
護
休
業
等
育

児
ま
た
は
家
族
介
護
を
行
う

労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、「
子
の
年
齢
に

応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
」、

「
育
児
休
業
の
取
得
状
況
の
公

表
義
務
の
対
象
拡
大
や
次
世

代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
・
強

化
」、「
介
護
離
職
防
止
の
た
め

の
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

制
度
の
強
化
」等
の
制
度
の
見

直
し
が
さ
れ
た
事
に
伴
い
引
用

の
あ
る
条
例
の
一
部
改
正
を
行

う
も
の
で
、時
間
外
勤
務
等
の

制
限
を
、「
３
歳
に
満
た
な
い

子
」か
ら「
小
学
生
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で
の
子
」に
改

正
す
る
ほ
か
、新
規
に
職
員
に

対
す
る
個
別
の
周
知
及
び
意

向
確
認
、申
出
が
し
や
す
い
勤

務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措

置
等
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与

制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
部
分
の

改
正
を
行
う
も
の
で
、時
代
の

要
請
に
即
し
た
給
与
制
度
に

転
換
す
る
た
め
、３
級
以
上
に

係
る
給
料
表
の
改
正
を
は
じ

め
、職
責
を
重
視
し
た
俸
給
体

系
と
な
る
よ
う
昇
格
時
の
俸

給
上
昇
幅
を
見
直
す
切
替
表

の
改
正
、配
偶
者
に
係
る
手
当

を
廃
止
し
、子
に
係
る
手
当
の

引
き
上
げ
に
係
る
扶
養
手
当

の
見
直
し
の
ほ
か
、管
理
職
員

特
別
勤
務
手
当
の
支
給
対
象

時
間
帯
の
改
正
及
び
、災
害
発

生
時
に
職
員
が
災
害
対
策
本

部
の
指
示
に
よ
り
行
う
応
急

作
業
若
し
く
は
災
害
状
況
の

調
査
等
に
従
事
し
た
場
合
の

災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
新

た
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

　
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

　
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く

　
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の

　
提
供
に
関
す
る条

例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律（
所
謂
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、条

例
で
引
用
す
る
法
令
の
条
項

の
番
号
ず
れ
に
よ
る
改
正
で
す
。

◆
阿
武
町
農
村
情
報
連
絡

（
防
災
行
政
無
線
）

　
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る

　
条
例
の一
部
を改

正
す
る
条
例

　

平
成
31
年
か
ら
令
和
４
年

に
か
け
て
尾
無
、土
、筒
尾
、

宇
久
集
落
内
に
そ
れ
ぞ
れ
整

備
し
た
屋
外
拡
声
受
信
設
備

４
基
が
登
載
も
れ
で
あ
っ
た
た

め
、今
回
、追
加
す
る
ほ
か
、安

全
で
安
心
な
町
づ
く
り
の
推

進
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、設
備
使
用
料
に
係

る
条
文
を
削
除
し
、個
別
受
信

機
の
使
用
料
を
無
料
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
定
住
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

Ｕ
タ
ー
ン
者
、Ｉ
タ
ー
ン
者
、

新
婚
世
帯
、子
育
て
世
帯
に
対

す
る
新
築
ま
た
は
中
古
住
宅

を
取
得
し
た
場
合
の「
住
宅
取

得
補
助
金
」が
本
年
３
月
末
を

も
っ
て
失
効
す
る
た
め
、柳
橋

分
譲
宅
地
及
び
、現
在
整
備
を

進
め
て
い
る
美
咲
第
５
分
譲

宅
地
の
販
売
開
始
に
向
け
て
、

新
た
に
期
限
を
５
年
間
延
長

し
、令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
指

定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
て
い

る「
阿
武
町
高
齢
者
福
祉
施
設
：

清
ヶ
浜
清
光
苑
」、「
阿
武
町
高

齢
者
福
祉
複
合
施
設
：
い
ら
お

苑
」及
び
、「
阿
武
町
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」の
ほ
か
、「
道
の

駅
阿
武
町
」及
び「
阿
武
町
ま
ち

の
縁
側
拠
点
施
設
Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ

ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
」の
５
施
設
の

指
定
管
理
期
間
が
本
年
３
月
末

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
、各
施
設
に
お
い
て
は
、引

き
続
き「
阿
武
福
祉
会
」、「
阿
武

町
社
会
福
祉
協
議
会
」及
び
、

「（
株
）あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」

を
指
定
管
理
者
と
し
、期
間
を

本
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
12
年

３
月
末
ま
で
の
５
年
間
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
と
萩
市
と
の
間
に

お
け
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
萩

市
と
の
事
務
委
託
契
約
を
締
結

し
て
い
る「
や
す
ら
ぎ
苑
」の
斎

場
業
務
と
消
防
・
救
急
業
務
の

委
託
期
間
が
、本
年
３
月
末
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、引

き
続
き
委
託
期
間
を
５
年
間
延

長
す
る
た
め
の
規
約
の
変
更
に

係
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を

　
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び

　
共
同
処
理
す
る
事
務
の

構
成
団
体
の
変
更
並
び
に

　
こ
れ
に
伴
う
規
約
の変更

に
つ
い
て

　

加
入
団
体
の
解
散
に
伴
い
、本

年
３
月
末
で
市
町
総
合
事
務
組

合
か
ら
田
布
施
・
平
生
水
道
企

業
団
の
脱
退
を
は
じ
め
、本
年
４

月
か
ら
非
常
勤
職
員
公
務
災
害

補
償
事
務
を
共
同
処
理
す
る
団

体
に
下
関
市
が
、公
平
委
員
会

事
務
を
共
同
処
理
す
る
団
体
に

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
が
、

交
通
災
害
共
済
事
務
を
共
同
処

理
す
る
団
体
に
山
口
市
が
そ
れ

ぞ
れ
加
入
す
る
こ
と
に
伴
う
規

約
の
変
更
で
す
。

◆
阿
武
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
29
日
を
も
っ
て

任
期
が
満
了
す
る
農
業
委
員

に
つ
い
て
、推
薦
、公
募
を
行
っ

た
結
果
、６
人
の
候
補
者
が
確

定
し
た
た
め
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
阿
武
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
回
）

　

補
正
額
は
１
億
４
６
１
８

万
２
千
円
を
減
額
し
、補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

34
億
４
４
７
７
万
９
千
円
で
、

減
額
の
主
な
要
因
は
事
業
の

精
算
見
込
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
６
年
度

　
４
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
回
） 

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

   

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

   

・介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　

い
ず
れ
も
主
に
は
精
算
見
込

み
に
よ
る
も
の
で
、特
別
会
計
の

補
正
予
算
の
総
額
は
298
万
７
千

円
の
減
額
で
、４
つ
の
特
別
会
計

の
補
正
後
の
総
額
は
13
億
７
１

９
３
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度

　
２
つ
の
公
営
企
業
会
計
補
正

予
算

   

・簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

   

・集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

　

い
ず
れ
も
主
に
は
精
算
見
込

み
に
よ
る
も
の
で
、公
営
企
業
別

会
計
の
補
正
予
算
の
総
額
は
608

万
３
千
円
の
増
額
で
、２
つ
の
企

業
会
計
の
補
正
後
の
総
額
は
３

億
２
８
６
６
万
８
千
円
と
な
り

ま
す
。

◆
令
和
７
年
度

一
般
会
計 

当
初
予
算

　

総
額
は
45
億
１
千
万
円
で
、

対
前
年
度
比
プ
ラ
ス
36.3
％
で
12

億
200
万
円
の
増
額
で
す
。

◆
令
和
７
年
度 

　
４
つ
の
特
別
会
計 

当
初
予
算

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

   

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

   

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

   

・介
護
保
険
事
業

　

総
額
は
、15
億
７
５
１
７
万

７
千
円
で
、対
前
年
度
比
プ
ラ

ス
20.2
％
で
２
億
６
５
０
１
万

円
の
増
額
で
す
。

◆
令
和
７
年
度

　
２
つ
の
公
営
企
業
会
計

当
初
予
算

   

・簡
易
水
道
事
業

   

・集
落
排
水
事
業

　

予
定
額
は
３
億
３
９
２
９

万
９
千
円
で
、対
前
年
度
比
プ

ラ
ス
6.3
％
で
２
０
２
２
万
円
の

増
額
で
す
。諮問（

１
件
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

町
長
が
推
薦
し
、法
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
委
員
３
人
の
う

ち
小
野 

喜
男
委
員
と
安
光 

明
文

委
員
が
、令
和
７
年
６
月
30
日

に
任
期
満
了
に
伴
う
こ
と
か

ら
、人
権
擁
護
委
員
法
に
よ
り
、

安
光 

明
文
委
員
の
再
任
及
び
、

新
委
員
と
し
て
林  

一
恵
氏
の

推
薦
に
当
た
り
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。

発
議（
１
件
）

◆
阿
武
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に

よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関

係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律（
所
謂
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

引
用
法
令
の
条
ず
れ
等
に
伴

う
修
正
、字
句
の
修
正
、削
除

及
び
追
加
を
行
う
も
の
で
、施

行
日
は
本
年
４
月
１
日
か
ら

と
な
り
ま
す
。　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会 

報
告（
３
件
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

❶
尾
無
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設

機
能
改
築（
電
気
設
備
）工
事

【
７
０
４
万
円
】（
㈱
山
産
）

❷
水
車
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
２
２
６
４
万
９
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❸
町
道
亀
山
十
王
堂
線道

路
改
良
工
事

【
３
１
２
３
万
100
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❹
寺
東
地
区
小
規
模
治
山
工
事

【
521
万
６
千
200
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❺
阿
武
町
公
営
住
宅
水
ヶ
迫
団
地

解
体
除
去
工
事

【
１
２
７
６
万
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❻
町
道
草
刈
労
力
軽
減
対
策
工
事

（
福
賀
地
区
）

【
502
万
５
千
900
円
】

（
小
田
産
業
㈱
）

❼
阿
武
町
簡
易
水
道
水
ヶ
迫
水
管

更
新
工
事

【
758
万
４
千
500
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

❽
町
道
片
線
及
び
釡
屋
片
線
道
路

改
良
工
事

【
１
７
２
４
万
２
千
500
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❾
町
道
汐
入
野
地
線
測
量
設
計業

務

【
１
０
２
３
万
円
】

（
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

10
診
療
所
施
設
等
敷
地
造
成
工
事

【
２
１
３
６
万
２
千
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

11
阿
武
町
診
療
所
等
複
合
施
設

設
計
業
務

【
２
９
７
０
万
円
】

（
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
山
口
支
店
）

12
山
口
銀
行
阿
武
支
店
社
宅・

　
木
村
寝
装
解
体
工
事

【
６
６
３
万
３
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

◆
㈲
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

　
阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、町
が
出
資
費
率
50
％
以

上
の
出
資
法
人
で
あ
る「
㈲
ド

リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
」の
経

営
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
寄
付
の
採
納
に
つ
い
て

　

診
療
所
複
合
施
設
の
建
設
に

当
た
り
、齋
藤
医
院
の
齋
藤
先

生
か
ら
診
療
所
部
分
に
係
る
土

地
と
建
物
に
係
る
寄
付
に
よ
る

も
の
で
す
。（
木
村
寝
装
の
土
地

と
建
物
）

お
の　

  

よ
し
お

や
す
み
つ 

あ
き
ふ
み

や
す
み
つ 

あ
き
ふ
み

は
や
し 　

 

か
ず
え
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町
職
員
の
異
動
等

　
　
　
　
　
　
︿
﹀は
旧
職
名
等　
︵
兼
︶は
兼
務　
︵
併
︶は
併
任

  

こ
ん
ど
う    

し
ん
じ

   

お
お
の　

    

な
お
み

　

や
な
い　
　

  

み
え
こ

　

 

も
が
り　

   

た
つ
や

 　

お
ん
だ　

  

あ
や
こ

　

  

お
だ　

    

し
ん
や

  

い
の
う
え　

 

と
よ
み

  

く
に
よ
し  

よ
う
す
け

  

ま
た
の　

 

ま
さ
の
り

   

か
わ
い　

ゆ
う
す
け

 

な
か
が
わ　

 

は
る
か

す
ぎ
も
と　

 

ゆ
う
ま

 

た
か
は
し　

  

ひ
と
し

 

さ
む
ら　

 

ひ
で
の
り

  

ふ
じ
た　

   

や
す
し

   

く
ど
う　

し
げ
あ
つ

 

な
か
む
ら　

 

ち
ほ

  

ふ
じ
お　

  

り
ん
た
ろ
う 

 

な
か
む
ら  

り
ゅ
う
と

　

 

お
だ　

       

ほ
の
か

　
　

   

の
は
ら　
　

あ
つ
し

 

た
か
は
し　

ひ
と
し

 

す
い
づ　

 

し
げ
な
り

  

は
と
り　

 

す
み
か

す
ぎ
や
ま   

か
ず
と

  
も
が
り　

  

た
つ
や

  

お
ん
だ　

  
あ
や
こ

 

い
の
う
え　

と
よ
み

  

ま
た
の　

ま
さ
の
り

町
長
部
局

教
育
委
員
会
部
局

︻
異
動
︼︵
４
月
１
日
付
︶

▼
近
藤 

慎
治
＝

　
　
　
　

土
木
建
築
課
長

　
　
　
　
　
︵
課
長
の
職
︶

︿
土
木
建
築
課︵
主
幹
︶﹀

▼
大
野 

直
美
＝

み
ど
り
保
育
園
長

　
　
　
︵
主
幹
の
職
︶

︿
み
ど
り
保
育
園
長

︵
課
長
補
佐
︶﹀

▼
柳
井 

美
恵
子
＝
出
納
室

室
長
補
佐

︵
兼
︶出
納
係
長
事
務
取
扱

︿
宇
田
郷
支
所
支
所
長
補
佐
﹀

▼
茂
刈 

立
也
＝

　
　
　
　

福
賀
支
所
長

︵
課
長
補
佐
の
職
︶

︵
兼
︶福
賀
支
所
出
納
員

︵
兼
︶選
挙
管
理
委
員
会
書
記

︿
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐
﹀

▼
恩
田 

紋
子
＝

宇
田
郷
支
所︵
係
長
の
職
︶

　
　
︿
戸
籍
税
務
課︵
主
査
︶﹀

▼
小
田 

慎
也
＝

　

戸
籍
税
務
課
税
務
係
長

 　
︿
戸
籍
税
務
課
主
任
﹀

▼
井
上 

豊
美
＝

　
　
　

教
育
員
会
へ
出
向

︿
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
﹀

▼
國
吉 

洋
佑
＝戸

籍
税
務
課

　
　
︿
土
木
建
築
課
﹀

▼
俣
野 

壮
紀
＝

教
育
員
会
へ
出
向

︿
総
務
課
﹀

▼
川
合 

雄
介
＝

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

︿
農
林
水
産
課
﹀

▼
中
川 

陽
花
＝

　
           

戸
籍
税
務
課

︿
農
林
水
産
課
﹀

▼
椙
本 
佑
磨
＝

　

                
土
木
建
築
課

　

         
︿
戸
籍
税
務
課
﹀

︻
退
職
︼︵
３
月
31
日
付
︶

▼
高
橋 

仁
志
＝

︿
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
﹀

▼
佐
村 

秀
典
＝

　
︿
健
康
福
祉
課
主
幹
﹀

▼
藤
田 

康
志
＝

　
︿
教
育
委
員
会
事
務
局
長
﹀

▼
工
藤 

茂
篤
＝

︿
福
賀
支
所
長
﹀

︻
新
規
採
用
︼︵
４
月
１
日
付
︶

▼
中
村 

千
穂
＝

 

健
康
福
祉
課︵
保
健
師
︶

▼
藤
尾 

凜
太
郎
＝

農
林
水
産
課

▼
中
村 

龍
人
＝

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

▼
小
田 

穂
乃
佳
＝

　
　
　
　

 

総
務
課

︻
再
任
用
︼︵
４
月
１
日
付
︶

▼
野
原 　

淳
＝

　
　
　
　

農
林
水
産
課
長

▼
高
橋 

仁
志
＝

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

▼
水
津 

繁
斉
＝

戸
籍
税
務
課
長

▼
羽
鳥 

純
香
＝

　
　
　
　
　

福
賀
診
療
所

︻
異
動
︼︵
４
月
１
日
付
︶

▼
杉
山 

和
人
＝

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

　
　
　
　
︵
課
長
の
職
︶

︿
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

　
　
　
　
︵
主
幹
の
職
︶﹀

▼
茂
刈 

立
也
＝

　
　
︵
併
︶福
賀
公
民
館
長

▼
恩
田 
紋
子
＝

︵
併
︶宇
田
郷
公
民
館
職
員

▼
井
上 

豊
美
＝

　

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
俣
野 

壮
紀
＝

教
育
委
員
会
事
務
局

令和７年度 新規採用職員を紹介します

藤尾  凜太郎（28）藤尾  凜太郎（28）
小田  穂乃佳（22）小田  穂乃佳（22）

中村  龍人（24）中村  龍人（24）
中村  千穂（33）中村  千穂（33）

精一杯頑張ります！
精一杯頑張ります！

なかむら　　　ちほなかむら　　　ちほ

なかむら　　りゅうとなかむら　　りゅうと

おだ　　　　　ほのかおだ　　　　　ほのか

ふじお　　　りんたろうふじお　　　りんたろう

Ｉターンで町に来てから６
年が経ち住民の皆さまによ
くしていただいたおかげで、
今まで暮らすことができま
した。今度は、保健師の立場
としても皆さまの力になれ
るよう頑張りますので、よろ
しくお願いします。　

町に移住してきて７年目に
なり、これまでは地域おこし
協力隊として無角和牛を中
心に取り組んできましたが、
これからは他の分野でも町
のために頑張っていこうと
思います。フレッシュな気持
ちで努めてまいります。

奈古の西の一で生まれ育
ち、これまで自分が暮らして
きて感じた阿武町の魅力
や、好きなところを一人でも
多くの人に伝えられるよう
に精進していきます。町で出
会った時は気軽に声をかけ
てもらえると嬉しいです。

奈古の宇久出身で、県外の
大学に進学し、町を離れて
いましたが、その間に阿武
町の良さをさらに実感し、こ
うして戻ってくることがで
き、嬉しく思います。住民の
皆さんに信頼される職員を
めざして努力していきます。

7
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一
般
質
問  

第
１
回
定
例
会    

３
月
13
日

QQAA

QQAA

QQAA

米津 高明 議員 
よねつ　たかあき

池田 倫拓 議員 
いけだ　みちひろ

松田  穣 議員 
まつだ　 みのる

利
用
が
な
い
。

 

今
後
、町
と
地
元
と
の
間
で
、利

用
促
進
に
向
け
た
協
議
が
さ
れ

る
と
思
う
が
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・

民
泊
と
し
て
の
利
用
や
、行
政
区

域
を
ま
た
い
で
近
隣
地
区
と
の

連
携
協
力
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

町
長 

新
年
度
事
業
に
お
い
て
、

東
北
地
方
で
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
を
立
ち
上

げ
、情
報
発
信
や
関
係
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る「
ス
ロ

ー
ハ
ウ
ス
気
仙
沼
」の
活
用
を
検

討
し
て
い
る
。ま
た
、現
時
点
で

は
自
治
体
を
超
え
た
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
い
な
い
。

阿
武
町
農
村
情
報
連
絡

（
防
災
行
政
無
線
）施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問 

個
別
受
信
機
の
設
置
を
希
望

さ
れ
な
い
方
の
状
況
や
、事
業
所

等
へ
の
設
置
状
況
は
。

補
充
学
習
の
場
に
、将
来
教
員

を
め
ざ
す
教
育
学
部
の
学
生
を

派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
業

で
あ
る
。

　

現
在
、令
和
７
年
度
の
夏
休

み
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
め
ざ
し

て
山
口
大
学
と
協
議
を
進
め
て

お
り
、新
年
度
予
算
に
計
上
し
て

い
る
。

　
「
公
設
町
営
塾
」の
開
設
と
、

山
口
大
学
と
連
携
し
た「
Ａ
Ｂ
Ｕ

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」の
２
つ

の
取
組
を
中
心
に
、学
校
は
も
ち

ろ
ん
、民
間
や
大
学
と
い
っ
た
教

育
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

＊　

　
小
規
模
事
業
者
の
経
営

相
談
窓
口
新
設
に
つ
い
て

　　
役
場
で
の窓口

設
置
は
困
難

　
商
工
業
者
で
あ
れ
ば

商
工
会
議
所

　
農
業・漁
業
は所属

組
合
へ

問　
近
年
、賃
上
げ
が
進
む
中
、

町
内
の
小
規
模
事
業
者
の
中
に

は
、賃
上
げ
と
人
材
確
保
に
関

し
て
悩
み
を
抱
え
る
方
も
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。

　

ま
た
、下
請
け
業
者
で
は
、受

注
額
の
引
上
げ
が
難
し
く
、人

件
費
の
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
が

難
し
い
業
種
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、役
場
等
に
相

談
窓
口
が
あ
れ
ば
、と
考
え
る
が

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
役
場
で
の
相
談
窓
口
設

置
は
、現
在
考
え
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
商
工
業
者
な
ら
ば
、

萩
阿
武
商
工
会
が
、経
営
の
専

門
知
識
や
資
格
を
持
っ
た
職
員

を
配
置
し
、県
や
町
の
融
資
制

度
等
の
ほ
か
、様
々
な
相
談
、

支
援
対
策
、或
い
は
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、商
工
会
の
会
員
で

あ
れ
ば
、相
談
、支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、下
請
け
業
者
の
件
に
つ

い
て
は
、下
請
法
の
直
接
の
相
談

窓
口
は
公
正
取
引
委
員
会
で
あ

る
が
、同
委
員
会
は
、商
工
会
議

所
及
び
商
工
会
と
連
携
し
、独

占
禁
止
法
及
び
下
請
法
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
る

「
独
占
禁
止
法
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」を
運
営
、全
国
の
商
工
会
議

所
及
び
商
工
会
に
も
相
談
窓
口

を
設
置
し
、相
談
者
の
情
報
が

親
事
業
者
に
漏
れ
な
い
様
、配
慮

も
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
萩
阿
武
商
工
会
に
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

萩
阿
武
商
工
会
で
は
、年
間

１
２
０
０
件
か
ら
１
５
０
０
件

程
度
の
相
談
が
あ
る
よ
う
で
、こ

の
内
１
／
３
程
度
が
阿
武
町
内

の
事
業
所
の
相
談
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、同
様
に
農
業
経
営
に

関
し
て
は
農
協
、漁
業
経
営
に
関

し
て
は
漁
協
へ
と
、先
ず
は
、所

属
す
る
組
合
等
に
ご
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
解
決
が
困
難
な
事

に
つ
い
て
、各
団
体
か
ら
上
部
組

織
、或
い
は
町
に
相
談
を
い
た
だ

き
、更
に
、国
や
県
に
相
談
や
要

望
を
上
げ
て
い
く
の
が
通
常
の

流
れ
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
常
設
で
の
窓
口
設
置
が
難

し
い
の
は
理
解
で
き
る
が
、例
え

ば「
税
の
相
談
会
」の
様
な
相
談

会
を
不
定
期
に
で
も
開
催
で
き

な
い
か
。

町
長　
役
場
と
し
て
は
、普
段
の

町
民
の
方
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
、感
度
を
高
め
て
、町
民
の
皆

様
の
困
り
ご
と
等
、情
報
収
集

を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、例
え

ば
、商
工
会
議
所
へ
商
工
業
者
の

方
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
、「
何

か
良
い
施
策
は
な
い
で
す
か
？
」

等
、役
場
か
ら
も
問
い
か
け
ら
れ

る
様
、感
度
を
上
げ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。　

　

ま
た
、役
場
も
、そ
う
い
っ
た

外
部
団
体
と
の
、相
談
し
や
す
い

関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
も

大
事
だ
と
考
え
る
。

　
阿
武
町
の
上
下
水
道
に

つ
い
て

　
長
寿
命
化
計
画
含
め
て

点
検
調
査
を
予
定

　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

検
出
な
し

問 

埼
玉
県
八
潮
市
で
起
こ
っ
た

下
水
道
の
陥
没
事
故
を
踏
ま
え

て
、阿
武
町
の
下
水
道
管
の
状
況

を
伺
い
た
い
。

　

事
故
が
発
生
す
る
と
、八
潮

市
の
よ
う
に
な
り
、町
民
の
方
に

大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
。点
検
整
備
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

阿
武
町
の
集
落
排
水
事
業

は
、大
規
模
な
下
水
道
事
業
と

比
べ
る
と
、小
規
模
で
あ
り
八
潮

市
の
様
な
排
水
管
の
破
損
が
起

き
て
も
車
が
落
ち
る
ほ
ど
の
陥

没
は
生
じ
な
い
。

　

兆
候
が
あ
れ
ば
す
ぐ
対
処
で

き
、改
め
て
の
点
検
に
つ
い
て
は

必
要
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

阿
武
町
の
集
落
排
水
事
業
の

排
水
管
の
耐
用
年
数
が
50
年
程

度
と
言
わ
れ
て
お
り
、古
い
も
の

は
40
年
程
度
の
も
の
も
あ
り
、長

寿
命
化
計
画
を
含
め
て
、点
検

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

日
本
や
世
界
で
飲
料
水
な
ど

に「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
）」が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、阿
武
町
の
水
道
水
や
井
戸

水
は
大
丈
夫
な
の
か
。

町
長　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
水
道
法
に
よ
る
水
質
基

準
項
目
に
入
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
本
町
で
は
、今
年
１
月

に
町
内
13
カ
所
の
水
源
の
検
査

を
実
施
。

　

結
果
は
13
カ
所
す
べ
て
で
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

井
戸
水
に
つ
い
て
は
個
人
で
の

対
応
で
お
願
い
し
た
い
。

　
図
書
室
の
休
日
開
館
に

つ
い
て

　
休
日
も
含
め
有
効
に

　
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
す
る

問　
図
書
室
は「
町
民
セ
ン
タ

ー
・の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」の
３
カ
所
に
設

置
さ
れ
、３
カ
所
と
も
土・日・祭

日
は
閉
館
し
て
い
る
。

　

町
民
の
方
な
ど
か
ら
休
日
も

開
館
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ

り
、休
日
の
開
館
を
行
う
べ
き
で

は
。

教
育
長 

３
カ
所
の
図
書
コ
ー
ナ

ー
の
改
修
後「
図
書
ル
ー
ム
」と

改
称
し
て
お
り
、教
育
委
員
会
に

も
、土
日
の
開
館
を
要
望
す
る

声
が
届
い
て
い
る
。

　

有
志
の
方
が「
絵
本
を
楽
し

む
会
」を
休
日
に
実
施
し
た
い
旨

の
要
望
が
あ
り
、図
書
ル
ー
ム
を

使
用
し
て
６
回
実
施
し
た
。

　

小
学
生
が
勉
強
に
来
て
い
る

た
め
、休
日
も
含
め
町
民
の
方
が

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、引
き

続
き
検
討
す
る
。

　

国
保
基
金
に
つ
い
て

　
国
保
税
の
激
変
緩
和
の

際
に
活
用
す
る

問　
予
算
案
で
は「
阿
武
町
国

保
診
療
所
」の
建
設
工
事
に
国

保
基
金
を
繰
り
入
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、国
保
加
入
者

は「
自
分
た
ち
が
納
め
た
国
保

税
が
、基
金
へ
の
積
み
立
て
を
通

じ
て
診
療
所
の
整
備
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

複
合
施
設
は
大
規
模
な
事
業

で
あ
り
当
然
一
般
財
源
も
充
て

ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
国
保
加
入
者
は

町
税
に
加
え
て
、基
金
の
原
資
で

あ
る
国
保
税
も
施
設
整
備
の
た

め
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
不

公
平
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
解
消
に
基
金
を
使
っ
て

国
保
税
の
減
額
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長 

診
療
所
建
設
費
用
と
し
て

２
億
３
千
130
万
円
計
上
。

　

う
ち
２
億
円
は
過
疎
債
で
、

残
り
３
千
130
万
円
は
国
保
の
基

金
を
充
て
る
。

　

こ
の
財
政
調
整
基
金
の
中
身

は
、国
保
税
の
み
で
は
な
く
、国

や
県
か
ら
の
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
や
、県
か
ら
の
交
付
金
、町

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
保
加

入
者
が
二
重
の
税
負
担
で
あ
る

と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。

　

基
金
は
、国
保
税
が
県
統
一
に

な
り
現
在
よ
り
高
額
に
な
っ
た

時
に
、激
変
緩
和
で
使
う
べ
き
も

の
と
し
て
い
る
。

１
／
４
ワ
ー
ク
ス
援
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

 

活
動
の
実
態
や

　

 

利
用
し
て
い
る
農
家

援
農
者
の
声
を
取
材
し

広
報
あ
ぶ
や
萩
テ
レ
ビ

で
紹
介
し
て
い
き
た
い

問　
第
一
次
産
業
の
人
手
不
足

問
題
の
解
消
や
、関
係
人
口
の
創

出
等
を
目
的
と
し
た
新
た
な
援

農
の
仕
組
み「
１
／
４
ワ
ー
ク
ス

援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」は
、

平
成
30
年
よ
り
試
験
的
に
開
始

さ
れ
、今
年
で
７
年
目
を
迎
え
た
。

　

受
け
入
れ
農
家
側
の
現
状
は
、

私
も
含
め
た
４
戸
の
個
人
農
家
、

(

農)

福
の
里
、ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー

ム
阿
武
、福
賀
す
い
か
部
会
が
利

用
し
て
い
る
。ま
だ
ま
だ
、受
け

入
れ
農
家
が
少
な
い
よ
う
に
思

う
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、よ
り
多

く
の
町
民
の
方
に
知
っ
て
頂
く

た
め
に「
広
報
あ
ぶ
」や
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
募
集
記
事
の

掲
載
や
、萩
テ
レ
ビ
や
防
災
無
線

で
の
呼
び
か
け
、Ｊ
Ａ
の
町
内
各

生
産
部
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
が
考
え
ら
れ
る
の
で

は
。

　
町
長 

立
ち
上
げ
当
初
は
、求
人

知
識
も
ス
キ
ル
も
持
た
な
い
町

職
員
が
試
行
錯
誤
で
行
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、参
加
者
は
２

〜
３
人
だ
っ
た
が
、そ
の
後
、

農
家
と
援
農
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
展
開
し
て
い
る「
ア
グ
リ

ナ
ジ
カ
ン
」等
の
協
力
を
得
て
、

年
々
援
農
者
も
拡
大
し
、直
近
の

令
和
６
年
度
で
は
、15
人
の
参
加

が
あ
り
、利
用
農
家
さ
ん
か
ら

好
評
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、効
果
や
成
果
が
分
か

ら
な
い
な
ど
、Ｐ
Ｒ
不
足
も
確
か

に
あ
る
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、活
動
の

実
態
や
、利
用
し
て
い
る
農
家
さ

ん
の
声
や
援
農
者
の
声
等
を
取

材
し
、「
広
報
あ
ぶ
」や
、萩
テ
レ

ビ
等
で
紹
介
し
た
い
。

問　
今
後
、農
業
以
外
の
漁
業

や
林
業
、第
二
次
・
三
次
産
業
に

も
従
事
し
て
も
ら
え
る
よ
う
制

度
を
充
実
し
て
行
く
べ
き
で
は
。

町
長 

例
え
ば
、水
産
業
で
は
、奈

古・宇
田
郷
地
区
の
定
置
網
で
の

活
用
や
、道
の
駅
の
販
売
員
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

受
付
や
、テ
ン
ト
張
り
等
へ
の
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

短
期
的
な
労
働
力
の
需
要
も
、

掘
り
起
こ
せ
ば
相
当
あ
る
。今

後
、事
業
者
と
協
議
し
た
い
。

問　
こ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
て

い
る
の
は
、福
賀
地
区
の
方
々
だ

け
だ
が
、今
後
奈
古
・
宇
田
郷
地

区
へ
の
事
業
の
展
開
は
。

町
長  

現
在
奈
古・宇
田
郷
地
区

に
は
、福
賀
地
区
の
よ
う
に
、野

菜
や
果
物
を
大
規
模
に
栽
培
す

る
農
業
経
営
体
は
な
く
、水
稲

が
主
で
あ
る
。経
験
が
な
く
て
も

出
来
る
農
作
業
が
少
な
い
た
め
、

な
か
な
か
一
見
の
援
農
者
で
は

難
し
い
と
考
え
る
。

問   

現
状
と
し
て「
福
賀
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
」の
農
閑
期（
閑
散
期
）の

副
町
長　
基
本
的
に
は
全
戸
、

及
び
全
事
業
所
に
設
置
で
あ
る

が
、設
置
し
て
も
音
を
最
小
に
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、道
の
駅
の
事
務
所
、

プ
ー
ル
や
温
泉
等
の
公
共
施
設
、

地
区
の
公
民
館
は
町
に
て
設
置

し
て
い
る
。

　

ま
た
、各
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
、使
用
料
を
頂
い
て
設
置
し

て
い
る
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
７
回
）

問 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
改
修

費
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
内
奥
の
、圧
縮
梱
包
機

の
投
入
口
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

山
が
崩
れ
る
事
が
多
く
、防
止

策
と
し
て
仕
切
り
板
を
製
作
、

ま
た
、入
り
口
の
段
差
を
解
消
す

る
改
修
を
行
っ
た
。

令
和
７
年
度 

一般
会
計予

算

問 

書
か
な
い
窓
口
と
は
ど
の
様

な
も
の
な
の
か
。

副
町
長 

申
請
書
ご
と
に
名
前

や
住
所
等
を
書
く
の
で
は
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
申
請
書
を
選
択
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
本
人

確
認
後
、本
人
の
氏
名
等
入
力

さ
れ
た
申
請
書
が
表
示
さ
れ
、

申
請
書
の
印
刷
が
出
来
る
も
の

で
、手
続
き
の
簡
略
化
を
行
う
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
業

務
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

１
／

４
ワ
ー
ク
ス
で
利
用
し
て
い
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、農
閑

期
に
も
有
効
活
用
す
る
為
に
、

民
泊
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の
利

用
に
つ
い
て
、実
際
に
東
北
地
方

で
実
績
の
あ
る
業
者
の
方
に
委

託
す
る
。

問　
防
災
無
線
の
音
声
読
み
上

げ
ソ
フ
ト
の
性
能
は
実
証
し
た

の
か
、ま
た
、聞
き
取
り
や
す
い

の
か
。

副
町
長 

現
在
、実
際
に
役
場
庁

舎
内
で
の
放
送
で
利
用
し
て
い

る
。

　

入
力
し
た
文
章
を
音
声
で
流

す
が
、音
声
の
選
択
、ア
ク
セ
ン

ト
位
置
の
指
定
や
、ス
ピ
ー
ド
調

整
も
可
能
で
あ
る
。

問　
最
近
回
収
不
可
能
な
ゴ
ミ

が
目
立
つ
が
、分
別
方
法
の
周
知

の
仕
方
を
変
え
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

来
年
度
、現
行

の
ポ
ス
タ
ー
形
式
の
案
内
で
は

な
く
、冊
子
に
て
詳
し
く
案
内
を

行
う
。冊
子
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
事
で
、分
別
方
法
を

映
像
で
見
え
る
様
に
す
る
な
ど

改
善
を
行
う
。

問　
多
目
的
運
動
施
設
改
修
工

事
は
道
の
駅
プ
ー
ル
の
事
と
思

う
が
、利
用
者
へ
の
説
明
等
、

き
ち
ん
と
対
応
し
た
上
で
の
予

算
化
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

利
用

者
に
つ
い
て
は
町
外
の
方
が
多

い
が
、町
の
子
ど
も
た
ち
の
水
泳

教
室
で
の
利
用
も
あ
る
。

　

水
泳
教
室
に
つ
い
て
、太
陽
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
、曜
日
や

萩
ま
で
の
送
迎
に
関
し
て
協
議

中
で
、話
が
ま
と
ま
り
次
第
、対

象
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

た
だ
、運
営
に
関
し
て
は
、毎

年
町
よ
り
赤
字
補
填
を
行
っ
て

お
り
、更
に
、プ
ー
ル
の
底
面
で

は
ペ
ン
キ
が
剥
が
れ
た
り
、剝
が

れ
た
ペ
ン
キ
片
は
ケ
ガ
の
原
因

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、安
全

性
に
も
不
安
が
あ
る
。

　

様
々
な
要
素
を
考
え
た
上
で
、

多
目
的
運
動
施
設
と
い
う
考
え

に
至
っ
た
。

＊　　

　

　
阿
武
町
立
小
中
学
校
の

学
力
の
現
状
と

    

今
後
の
学
力
向
上
への

取
り
組
み
に
つ
い
て

　　
「
公
設
町
営
塾
」と

　
「
Ａ
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ

セ
ミ
ナ
ー
」で

　
学
力
向
上
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問 

私
は
、こ
れ
ま
で
阿
武
町
教

育
と
し
て
、ふ
る
さ
と
教
育
を
推

進
し
て
き
た
。

　

今
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
参
加
す
る
事
で
、町
を
理
解

し
、自
ら
学
ぶ
意
思
を
感
じ
、

そ
れ
は
学
校
行
事
で
の
体
験
や

発
表
、ま
た
は
学
校
関
連
の
会

議
で
も
伺
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、保
護
者
や
学

校
運
営
委
員
な
ど
か
ら
学
力
に

対
す
る
不
安
の
声
も
聞
こ
え
て

お
り
、実
際
に
阿
武
町
の
子
ど

も
た
ち
の
学
力
は
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

　

そ
れ
に
対
し
て
今
後
、教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
こ
こ
数
年
、阿
武
町
の

学
力
は
全
国
平
均
を
や
や
下
回

っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

こ
の
結
果
を
見
て
不
安
の
声
が

あ
が
る
こ
と
は
当
然
だ
と
思
う
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
こ
の

結
果
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、

強
い
危
機
感
と
課
題
意
識
を
学

校
と
共
有
し
、現
在
二
つ
の
新
規

事
業
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
。

　
一
つ
は
、町
長
の
施
政
方
針
の

中
に
も
あ
る
公
設
の
町
営
塾
の

開
設
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
の
勉
強

の
場
の
一
つ
と
し
て
、阿
武
町
に

学
習
塾
を
作
り
学
校
以
外
で
も

勉
強
が
し
た
い
子
は
、わ
ざ
わ
ざ

他
の
市
町
に
行
か
な
く
て
も
勉

強
が
で
き
る
と
い
う
学
習
環
境

を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
。

　

具
体
的
な
こ
と
は
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
が
、ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
の
塾
を
作
る
の
が
阿
武
町
の

子
ど
も
た
ち
の
実
態
に
合
っ
て

い
る
の
か
、令
和
７
年
度
一
年
間

を
か
け
て
実
証
実
験
等
を
行
い

な
が
ら
、令
和
８
年
４
月
か
ら
の

開
設
を
め
ざ
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、夏

休
み
や
冬
休
み
等
の
長
期
休
み

期
間
を
利
用
し
た
勉
強
会「
Ａ

Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」の

開
設
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、山
口
大
学
教
育
学

部
の
協
力
の
下
、子
ど
も
た
ち
の

8
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行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会

３
月
14
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開
催
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松田  穣 委員長
まつだ　 みのる

白松 靖之 議員 
しらまつ　やすゆき

QQAA

利
用
が
な
い
。

 

今
後
、町
と
地
元
と
の
間
で
、利

用
促
進
に
向
け
た
協
議
が
さ
れ

る
と
思
う
が
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・

民
泊
と
し
て
の
利
用
や
、行
政
区

域
を
ま
た
い
で
近
隣
地
区
と
の

連
携
協
力
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

町
長 

新
年
度
事
業
に
お
い
て
、

東
北
地
方
で
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
を
立
ち
上

げ
、情
報
発
信
や
関
係
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る「
ス
ロ

ー
ハ
ウ
ス
気
仙
沼
」の
活
用
を
検

討
し
て
い
る
。ま
た
、現
時
点
で

は
自
治
体
を
超
え
た
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
い
な
い
。

阿
武
町
農
村
情
報
連
絡

（
防
災
行
政
無
線
）施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問 

個
別
受
信
機
の
設
置
を
希
望

さ
れ
な
い
方
の
状
況
や
、事
業
所

等
へ
の
設
置
状
況
は
。

補
充
学
習
の
場
に
、将
来
教
員

を
め
ざ
す
教
育
学
部
の
学
生
を

派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
業

で
あ
る
。

　

現
在
、令
和
７
年
度
の
夏
休

み
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
め
ざ
し

て
山
口
大
学
と
協
議
を
進
め
て

お
り
、新
年
度
予
算
に
計
上
し
て

い
る
。

　
「
公
設
町
営
塾
」の
開
設
と
、

山
口
大
学
と
連
携
し
た「
Ａ
Ｂ
Ｕ

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」の
２
つ

の
取
組
を
中
心
に
、学
校
は
も
ち

ろ
ん
、民
間
や
大
学
と
い
っ
た
教

育
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

＊　

　
小
規
模
事
業
者
の
経
営

相
談
窓
口
新
設
に
つ
い
て

　　
役
場
で
の窓口

設
置
は
困
難

　
商
工
業
者
で
あ
れ
ば

商
工
会
議
所

　
農
業・漁
業
は所属

組
合
へ

問　
近
年
、賃
上
げ
が
進
む
中
、

町
内
の
小
規
模
事
業
者
の
中
に

は
、賃
上
げ
と
人
材
確
保
に
関

し
て
悩
み
を
抱
え
る
方
も
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。

　

ま
た
、下
請
け
業
者
で
は
、受

注
額
の
引
上
げ
が
難
し
く
、人

件
費
の
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
が

難
し
い
業
種
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、役
場
等
に
相

談
窓
口
が
あ
れ
ば
、と
考
え
る
が

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
役
場
で
の
相
談
窓
口
設

置
は
、現
在
考
え
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
商
工
業
者
な
ら
ば
、

萩
阿
武
商
工
会
が
、経
営
の
専

門
知
識
や
資
格
を
持
っ
た
職
員

を
配
置
し
、県
や
町
の
融
資
制

度
等
の
ほ
か
、様
々
な
相
談
、

支
援
対
策
、或
い
は
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、商
工
会
の
会
員
で

あ
れ
ば
、相
談
、支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、下
請
け
業
者
の
件
に
つ

い
て
は
、下
請
法
の
直
接
の
相
談

窓
口
は
公
正
取
引
委
員
会
で
あ

る
が
、同
委
員
会
は
、商
工
会
議

所
及
び
商
工
会
と
連
携
し
、独

占
禁
止
法
及
び
下
請
法
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
る

「
独
占
禁
止
法
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」を
運
営
、全
国
の
商
工
会
議

所
及
び
商
工
会
に
も
相
談
窓
口

を
設
置
し
、相
談
者
の
情
報
が

親
事
業
者
に
漏
れ
な
い
様
、配
慮

も
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
萩
阿
武
商
工
会
に
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

萩
阿
武
商
工
会
で
は
、年
間

１
２
０
０
件
か
ら
１
５
０
０
件

程
度
の
相
談
が
あ
る
よ
う
で
、こ

の
内
１
／
３
程
度
が
阿
武
町
内

の
事
業
所
の
相
談
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、同
様
に
農
業
経
営
に

関
し
て
は
農
協
、漁
業
経
営
に
関

し
て
は
漁
協
へ
と
、先
ず
は
、所

属
す
る
組
合
等
に
ご
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
解
決
が
困
難
な
事

に
つ
い
て
、各
団
体
か
ら
上
部
組

織
、或
い
は
町
に
相
談
を
い
た
だ

き
、更
に
、国
や
県
に
相
談
や
要

望
を
上
げ
て
い
く
の
が
通
常
の

流
れ
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
常
設
で
の
窓
口
設
置
が
難

し
い
の
は
理
解
で
き
る
が
、例
え

ば「
税
の
相
談
会
」の
様
な
相
談

会
を
不
定
期
に
で
も
開
催
で
き

な
い
か
。

町
長　
役
場
と
し
て
は
、普
段
の

町
民
の
方
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
、感
度
を
高
め
て
、町
民
の
皆

様
の
困
り
ご
と
等
、情
報
収
集

を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、例
え

ば
、商
工
会
議
所
へ
商
工
業
者
の

方
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
、「
何

か
良
い
施
策
は
な
い
で
す
か
？
」

等
、役
場
か
ら
も
問
い
か
け
ら
れ

る
様
、感
度
を
上
げ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。　

　

ま
た
、役
場
も
、そ
う
い
っ
た

外
部
団
体
と
の
、相
談
し
や
す
い

関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
も

大
事
だ
と
考
え
る
。

　
阿
武
町
の
上
下
水
道
に

つ
い
て

　
長
寿
命
化
計
画
含
め
て

点
検
調
査
を
予
定

　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

検
出
な
し

問 

埼
玉
県
八
潮
市
で
起
こ
っ
た

下
水
道
の
陥
没
事
故
を
踏
ま
え

て
、阿
武
町
の
下
水
道
管
の
状
況

を
伺
い
た
い
。

　

事
故
が
発
生
す
る
と
、八
潮

市
の
よ
う
に
な
り
、町
民
の
方
に

大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
。点
検
整
備
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

阿
武
町
の
集
落
排
水
事
業

は
、大
規
模
な
下
水
道
事
業
と

比
べ
る
と
、小
規
模
で
あ
り
八
潮

市
の
様
な
排
水
管
の
破
損
が
起

き
て
も
車
が
落
ち
る
ほ
ど
の
陥

没
は
生
じ
な
い
。

　

兆
候
が
あ
れ
ば
す
ぐ
対
処
で

き
、改
め
て
の
点
検
に
つ
い
て
は

必
要
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

阿
武
町
の
集
落
排
水
事
業
の

排
水
管
の
耐
用
年
数
が
50
年
程

度
と
言
わ
れ
て
お
り
、古
い
も
の

は
40
年
程
度
の
も
の
も
あ
り
、長

寿
命
化
計
画
を
含
め
て
、点
検

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

日
本
や
世
界
で
飲
料
水
な
ど

に「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
）」が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、阿
武
町
の
水
道
水
や
井
戸

水
は
大
丈
夫
な
の
か
。

町
長　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
水
道
法
に
よ
る
水
質
基

準
項
目
に
入
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
本
町
で
は
、今
年
１
月

に
町
内
13
カ
所
の
水
源
の
検
査

を
実
施
。

　

結
果
は
13
カ
所
す
べ
て
で
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

井
戸
水
に
つ
い
て
は
個
人
で
の

対
応
で
お
願
い
し
た
い
。

　
図
書
室
の
休
日
開
館
に

つ
い
て

　
休
日
も
含
め
有
効
に

　
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
す
る

問　
図
書
室
は「
町
民
セ
ン
タ

ー
・の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」の
３
カ
所
に
設

置
さ
れ
、３
カ
所
と
も
土・日・祭

日
は
閉
館
し
て
い
る
。

　

町
民
の
方
な
ど
か
ら
休
日
も

開
館
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ

り
、休
日
の
開
館
を
行
う
べ
き
で

は
。

教
育
長 

３
カ
所
の
図
書
コ
ー
ナ

ー
の
改
修
後「
図
書
ル
ー
ム
」と

改
称
し
て
お
り
、教
育
委
員
会
に

も
、土
日
の
開
館
を
要
望
す
る

声
が
届
い
て
い
る
。

　

有
志
の
方
が「
絵
本
を
楽
し

む
会
」を
休
日
に
実
施
し
た
い
旨

の
要
望
が
あ
り
、図
書
ル
ー
ム
を

使
用
し
て
６
回
実
施
し
た
。

　

小
学
生
が
勉
強
に
来
て
い
る

た
め
、休
日
も
含
め
町
民
の
方
が

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、引
き

続
き
検
討
す
る
。

　

国
保
基
金
に
つ
い
て

　
国
保
税
の
激
変
緩
和
の

際
に
活
用
す
る

問　
予
算
案
で
は「
阿
武
町
国

保
診
療
所
」の
建
設
工
事
に
国

保
基
金
を
繰
り
入
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、国
保
加
入
者

は「
自
分
た
ち
が
納
め
た
国
保

税
が
、基
金
へ
の
積
み
立
て
を
通

じ
て
診
療
所
の
整
備
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

複
合
施
設
は
大
規
模
な
事
業

で
あ
り
当
然
一
般
財
源
も
充
て

ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
国
保
加
入
者
は

町
税
に
加
え
て
、基
金
の
原
資
で

あ
る
国
保
税
も
施
設
整
備
の
た

め
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
不

公
平
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
解
消
に
基
金
を
使
っ
て

国
保
税
の
減
額
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長 

診
療
所
建
設
費
用
と
し
て

２
億
３
千
130
万
円
計
上
。

　

う
ち
２
億
円
は
過
疎
債
で
、

残
り
３
千
130
万
円
は
国
保
の
基

金
を
充
て
る
。

　

こ
の
財
政
調
整
基
金
の
中
身

は
、国
保
税
の
み
で
は
な
く
、国

や
県
か
ら
の
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
や
、県
か
ら
の
交
付
金
、町

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
保
加

入
者
が
二
重
の
税
負
担
で
あ
る

と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。

　

基
金
は
、国
保
税
が
県
統
一
に

な
り
現
在
よ
り
高
額
に
な
っ
た

時
に
、激
変
緩
和
で
使
う
べ
き
も

の
と
し
て
い
る
。

１
／
４
ワ
ー
ク
ス
援
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

 

活
動
の
実
態
や

　

 

利
用
し
て
い
る
農
家

援
農
者
の
声
を
取
材
し

広
報
あ
ぶ
や
萩
テ
レ
ビ

で
紹
介
し
て
い
き
た
い

問　
第
一
次
産
業
の
人
手
不
足

問
題
の
解
消
や
、関
係
人
口
の
創

出
等
を
目
的
と
し
た
新
た
な
援

農
の
仕
組
み「
１
／
４
ワ
ー
ク
ス

援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」は
、

平
成
30
年
よ
り
試
験
的
に
開
始

さ
れ
、今
年
で
７
年
目
を
迎
え
た
。

　

受
け
入
れ
農
家
側
の
現
状
は
、

私
も
含
め
た
４
戸
の
個
人
農
家
、

(

農)

福
の
里
、ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー

ム
阿
武
、福
賀
す
い
か
部
会
が
利

用
し
て
い
る
。ま
だ
ま
だ
、受
け

入
れ
農
家
が
少
な
い
よ
う
に
思

う
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、よ
り
多

く
の
町
民
の
方
に
知
っ
て
頂
く

た
め
に「
広
報
あ
ぶ
」や
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
募
集
記
事
の

掲
載
や
、萩
テ
レ
ビ
や
防
災
無
線

で
の
呼
び
か
け
、Ｊ
Ａ
の
町
内
各

生
産
部
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
が
考
え
ら
れ
る
の
で

は
。

　
町
長 

立
ち
上
げ
当
初
は
、求
人

知
識
も
ス
キ
ル
も
持
た
な
い
町

職
員
が
試
行
錯
誤
で
行
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、参
加
者
は
２

〜
３
人
だ
っ
た
が
、そ
の
後
、

農
家
と
援
農
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
展
開
し
て
い
る「
ア
グ
リ

ナ
ジ
カ
ン
」等
の
協
力
を
得
て
、

年
々
援
農
者
も
拡
大
し
、直
近
の

令
和
６
年
度
で
は
、15
人
の
参
加

が
あ
り
、利
用
農
家
さ
ん
か
ら

好
評
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、効
果
や
成
果
が
分
か

ら
な
い
な
ど
、Ｐ
Ｒ
不
足
も
確
か

に
あ
る
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、活
動
の

実
態
や
、利
用
し
て
い
る
農
家
さ

ん
の
声
や
援
農
者
の
声
等
を
取

材
し
、「
広
報
あ
ぶ
」や
、萩
テ
レ

ビ
等
で
紹
介
し
た
い
。

問　
今
後
、農
業
以
外
の
漁
業

や
林
業
、第
二
次
・
三
次
産
業
に

も
従
事
し
て
も
ら
え
る
よ
う
制

度
を
充
実
し
て
行
く
べ
き
で
は
。

町
長 

例
え
ば
、水
産
業
で
は
、奈

古・宇
田
郷
地
区
の
定
置
網
で
の

活
用
や
、道
の
駅
の
販
売
員
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

受
付
や
、テ
ン
ト
張
り
等
へ
の
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

短
期
的
な
労
働
力
の
需
要
も
、

掘
り
起
こ
せ
ば
相
当
あ
る
。今

後
、事
業
者
と
協
議
し
た
い
。

問　
こ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
て

い
る
の
は
、福
賀
地
区
の
方
々
だ

け
だ
が
、今
後
奈
古
・
宇
田
郷
地

区
へ
の
事
業
の
展
開
は
。

町
長  

現
在
奈
古・宇
田
郷
地
区

に
は
、福
賀
地
区
の
よ
う
に
、野

菜
や
果
物
を
大
規
模
に
栽
培
す

る
農
業
経
営
体
は
な
く
、水
稲

が
主
で
あ
る
。経
験
が
な
く
て
も

出
来
る
農
作
業
が
少
な
い
た
め
、

な
か
な
か
一
見
の
援
農
者
で
は

難
し
い
と
考
え
る
。

問   

現
状
と
し
て「
福
賀
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
」の
農
閑
期（
閑
散
期
）の

副
町
長　
基
本
的
に
は
全
戸
、

及
び
全
事
業
所
に
設
置
で
あ
る

が
、設
置
し
て
も
音
を
最
小
に
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、道
の
駅
の
事
務
所
、

プ
ー
ル
や
温
泉
等
の
公
共
施
設
、

地
区
の
公
民
館
は
町
に
て
設
置

し
て
い
る
。

　

ま
た
、各
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
、使
用
料
を
頂
い
て
設
置
し

て
い
る
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
７
回
）

問 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
改
修

費
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
内
奥
の
、圧
縮
梱
包
機

の
投
入
口
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

山
が
崩
れ
る
事
が
多
く
、防
止

策
と
し
て
仕
切
り
板
を
製
作
、

ま
た
、入
り
口
の
段
差
を
解
消
す

る
改
修
を
行
っ
た
。

令
和
７
年
度 

一般
会
計予

算

問 

書
か
な
い
窓
口
と
は
ど
の
様

な
も
の
な
の
か
。

副
町
長 

申
請
書
ご
と
に
名
前

や
住
所
等
を
書
く
の
で
は
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
申
請
書
を
選
択
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
本
人

確
認
後
、本
人
の
氏
名
等
入
力

さ
れ
た
申
請
書
が
表
示
さ
れ
、

申
請
書
の
印
刷
が
出
来
る
も
の

で
、手
続
き
の
簡
略
化
を
行
う
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
業

務
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

１
／

４
ワ
ー
ク
ス
で
利
用
し
て
い
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、農
閑

期
に
も
有
効
活
用
す
る
為
に
、

民
泊
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の
利

用
に
つ
い
て
、実
際
に
東
北
地
方

で
実
績
の
あ
る
業
者
の
方
に
委

託
す
る
。

問　
防
災
無
線
の
音
声
読
み
上

げ
ソ
フ
ト
の
性
能
は
実
証
し
た

の
か
、ま
た
、聞
き
取
り
や
す
い

の
か
。

副
町
長 

現
在
、実
際
に
役
場
庁

舎
内
で
の
放
送
で
利
用
し
て
い

る
。

　

入
力
し
た
文
章
を
音
声
で
流

す
が
、音
声
の
選
択
、ア
ク
セ
ン

ト
位
置
の
指
定
や
、ス
ピ
ー
ド
調

整
も
可
能
で
あ
る
。

問　
最
近
回
収
不
可
能
な
ゴ
ミ

が
目
立
つ
が
、分
別
方
法
の
周
知

の
仕
方
を
変
え
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

来
年
度
、現
行

の
ポ
ス
タ
ー
形
式
の
案
内
で
は

な
く
、冊
子
に
て
詳
し
く
案
内
を

行
う
。冊
子
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
事
で
、分
別
方
法
を

映
像
で
見
え
る
様
に
す
る
な
ど

改
善
を
行
う
。

問　
多
目
的
運
動
施
設
改
修
工

事
は
道
の
駅
プ
ー
ル
の
事
と
思

う
が
、利
用
者
へ
の
説
明
等
、

き
ち
ん
と
対
応
し
た
上
で
の
予

算
化
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

利
用

者
に
つ
い
て
は
町
外
の
方
が
多

い
が
、町
の
子
ど
も
た
ち
の
水
泳

教
室
で
の
利
用
も
あ
る
。

　

水
泳
教
室
に
つ
い
て
、太
陽
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
、曜
日
や

萩
ま
で
の
送
迎
に
関
し
て
協
議

中
で
、話
が
ま
と
ま
り
次
第
、対

象
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

た
だ
、運
営
に
関
し
て
は
、毎

年
町
よ
り
赤
字
補
填
を
行
っ
て

お
り
、更
に
、プ
ー
ル
の
底
面
で

は
ペ
ン
キ
が
剥
が
れ
た
り
、剝
が

れ
た
ペ
ン
キ
片
は
ケ
ガ
の
原
因

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、安
全

性
に
も
不
安
が
あ
る
。

　

様
々
な
要
素
を
考
え
た
上
で
、

多
目
的
運
動
施
設
と
い
う
考
え

に
至
っ
た
。

＊　　

　

　
阿
武
町
立
小
中
学
校
の

学
力
の
現
状
と

    

今
後
の
学
力
向
上
への

取
り
組
み
に
つ
い
て

　　
「
公
設
町
営
塾
」と

　
「
Ａ
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ

セ
ミ
ナ
ー
」で

　
学
力
向
上
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問 

私
は
、こ
れ
ま
で
阿
武
町
教

育
と
し
て
、ふ
る
さ
と
教
育
を
推

進
し
て
き
た
。

　

今
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
参
加
す
る
事
で
、町
を
理
解

し
、自
ら
学
ぶ
意
思
を
感
じ
、

そ
れ
は
学
校
行
事
で
の
体
験
や

発
表
、ま
た
は
学
校
関
連
の
会

議
で
も
伺
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、保
護
者
や
学

校
運
営
委
員
な
ど
か
ら
学
力
に

対
す
る
不
安
の
声
も
聞
こ
え
て

お
り
、実
際
に
阿
武
町
の
子
ど

も
た
ち
の
学
力
は
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

　

そ
れ
に
対
し
て
今
後
、教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
こ
こ
数
年
、阿
武
町
の

学
力
は
全
国
平
均
を
や
や
下
回

っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

こ
の
結
果
を
見
て
不
安
の
声
が

あ
が
る
こ
と
は
当
然
だ
と
思
う
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
こ
の

結
果
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、

強
い
危
機
感
と
課
題
意
識
を
学

校
と
共
有
し
、現
在
二
つ
の
新
規

事
業
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
。

　
一
つ
は
、町
長
の
施
政
方
針
の

中
に
も
あ
る
公
設
の
町
営
塾
の

開
設
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
の
勉
強

の
場
の
一
つ
と
し
て
、阿
武
町
に

学
習
塾
を
作
り
学
校
以
外
で
も

勉
強
が
し
た
い
子
は
、わ
ざ
わ
ざ

他
の
市
町
に
行
か
な
く
て
も
勉

強
が
で
き
る
と
い
う
学
習
環
境

を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
。

　

具
体
的
な
こ
と
は
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
が
、ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
の
塾
を
作
る
の
が
阿
武
町
の

子
ど
も
た
ち
の
実
態
に
合
っ
て

い
る
の
か
、令
和
７
年
度
一
年
間

を
か
け
て
実
証
実
験
等
を
行
い

な
が
ら
、令
和
８
年
４
月
か
ら
の

開
設
を
め
ざ
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、夏

休
み
や
冬
休
み
等
の
長
期
休
み

期
間
を
利
用
し
た
勉
強
会「
Ａ

Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」の

開
設
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、山
口
大
学
教
育
学

部
の
協
力
の
下
、子
ど
も
た
ち
の

9
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利
用
が
な
い
。

 

今
後
、町
と
地
元
と
の
間
で
、利

用
促
進
に
向
け
た
協
議
が
さ
れ

る
と
思
う
が
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・

民
泊
と
し
て
の
利
用
や
、行
政
区

域
を
ま
た
い
で
近
隣
地
区
と
の

連
携
協
力
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

町
長 

新
年
度
事
業
に
お
い
て
、

東
北
地
方
で
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
を
立
ち
上

げ
、情
報
発
信
や
関
係
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る「
ス
ロ

ー
ハ
ウ
ス
気
仙
沼
」の
活
用
を
検

討
し
て
い
る
。ま
た
、現
時
点
で

は
自
治
体
を
超
え
た
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
い
な
い
。

阿
武
町
農
村
情
報
連
絡

（
防
災
行
政
無
線
）施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問 

個
別
受
信
機
の
設
置
を
希
望

さ
れ
な
い
方
の
状
況
や
、事
業
所

等
へ
の
設
置
状
況
は
。

補
充
学
習
の
場
に
、将
来
教
員

を
め
ざ
す
教
育
学
部
の
学
生
を

派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
業

で
あ
る
。

　

現
在
、令
和
７
年
度
の
夏
休

み
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
め
ざ
し

て
山
口
大
学
と
協
議
を
進
め
て

お
り
、新
年
度
予
算
に
計
上
し
て

い
る
。

　
「
公
設
町
営
塾
」の
開
設
と
、

山
口
大
学
と
連
携
し
た「
Ａ
Ｂ
Ｕ

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」の
２
つ

の
取
組
を
中
心
に
、学
校
は
も
ち

ろ
ん
、民
間
や
大
学
と
い
っ
た
教

育
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

＊　

　
小
規
模
事
業
者
の
経
営

相
談
窓
口
新
設
に
つ
い
て

　　
役
場
で
の窓口

設
置
は
困
難

　
商
工
業
者
で
あ
れ
ば

商
工
会
議
所

　
農
業・漁
業
は所属

組
合
へ

問　
近
年
、賃
上
げ
が
進
む
中
、

町
内
の
小
規
模
事
業
者
の
中
に

は
、賃
上
げ
と
人
材
確
保
に
関

し
て
悩
み
を
抱
え
る
方
も
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。

　

ま
た
、下
請
け
業
者
で
は
、受

注
額
の
引
上
げ
が
難
し
く
、人

件
費
の
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
が

難
し
い
業
種
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、役
場
等
に
相

談
窓
口
が
あ
れ
ば
、と
考
え
る
が

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
役
場
で
の
相
談
窓
口
設

置
は
、現
在
考
え
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
商
工
業
者
な
ら
ば
、

萩
阿
武
商
工
会
が
、経
営
の
専

門
知
識
や
資
格
を
持
っ
た
職
員

を
配
置
し
、県
や
町
の
融
資
制

度
等
の
ほ
か
、様
々
な
相
談
、

支
援
対
策
、或
い
は
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、商
工
会
の
会
員
で

あ
れ
ば
、相
談
、支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、下
請
け
業
者
の
件
に
つ

い
て
は
、下
請
法
の
直
接
の
相
談

窓
口
は
公
正
取
引
委
員
会
で
あ

る
が
、同
委
員
会
は
、商
工
会
議

所
及
び
商
工
会
と
連
携
し
、独

占
禁
止
法
及
び
下
請
法
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
る

「
独
占
禁
止
法
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」を
運
営
、全
国
の
商
工
会
議

所
及
び
商
工
会
に
も
相
談
窓
口

を
設
置
し
、相
談
者
の
情
報
が

親
事
業
者
に
漏
れ
な
い
様
、配
慮

も
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
萩
阿
武
商
工
会
に
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

萩
阿
武
商
工
会
で
は
、年
間

１
２
０
０
件
か
ら
１
５
０
０
件

程
度
の
相
談
が
あ
る
よ
う
で
、こ

の
内
１
／
３
程
度
が
阿
武
町
内

の
事
業
所
の
相
談
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、同
様
に
農
業
経
営
に

関
し
て
は
農
協
、漁
業
経
営
に
関

し
て
は
漁
協
へ
と
、先
ず
は
、所

属
す
る
組
合
等
に
ご
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
解
決
が
困
難
な
事

に
つ
い
て
、各
団
体
か
ら
上
部
組

織
、或
い
は
町
に
相
談
を
い
た
だ

き
、更
に
、国
や
県
に
相
談
や
要

望
を
上
げ
て
い
く
の
が
通
常
の

流
れ
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
常
設
で
の
窓
口
設
置
が
難

し
い
の
は
理
解
で
き
る
が
、例
え

ば「
税
の
相
談
会
」の
様
な
相
談

会
を
不
定
期
に
で
も
開
催
で
き

な
い
か
。

町
長　
役
場
と
し
て
は
、普
段
の

町
民
の
方
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
、感
度
を
高
め
て
、町
民
の
皆

様
の
困
り
ご
と
等
、情
報
収
集

を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、例
え

ば
、商
工
会
議
所
へ
商
工
業
者
の

方
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
、「
何

か
良
い
施
策
は
な
い
で
す
か
？
」

等
、役
場
か
ら
も
問
い
か
け
ら
れ

る
様
、感
度
を
上
げ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。　

　

ま
た
、役
場
も
、そ
う
い
っ
た

外
部
団
体
と
の
、相
談
し
や
す
い

関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
も

大
事
だ
と
考
え
る
。

　
阿
武
町
の
上
下
水
道
に

つ
い
て

　
長
寿
命
化
計
画
含
め
て

点
検
調
査
を
予
定

　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

検
出
な
し

問 

埼
玉
県
八
潮
市
で
起
こ
っ
た

下
水
道
の
陥
没
事
故
を
踏
ま
え

て
、阿
武
町
の
下
水
道
管
の
状
況

を
伺
い
た
い
。

　

事
故
が
発
生
す
る
と
、八
潮

市
の
よ
う
に
な
り
、町
民
の
方
に

大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
。点
検
整
備
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

阿
武
町
の
集
落
排
水
事
業

は
、大
規
模
な
下
水
道
事
業
と

比
べ
る
と
、小
規
模
で
あ
り
八
潮

市
の
様
な
排
水
管
の
破
損
が
起

き
て
も
車
が
落
ち
る
ほ
ど
の
陥

没
は
生
じ
な
い
。

　

兆
候
が
あ
れ
ば
す
ぐ
対
処
で

き
、改
め
て
の
点
検
に
つ
い
て
は

必
要
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

阿
武
町
の
集
落
排
水
事
業
の

排
水
管
の
耐
用
年
数
が
50
年
程

度
と
言
わ
れ
て
お
り
、古
い
も
の

は
40
年
程
度
の
も
の
も
あ
り
、長

寿
命
化
計
画
を
含
め
て
、点
検

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

日
本
や
世
界
で
飲
料
水
な
ど

に「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
）」が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、阿
武
町
の
水
道
水
や
井
戸

水
は
大
丈
夫
な
の
か
。

町
長　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
水
道
法
に
よ
る
水
質
基

準
項
目
に
入
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
本
町
で
は
、今
年
１
月

に
町
内
13
カ
所
の
水
源
の
検
査

を
実
施
。

　

結
果
は
13
カ
所
す
べ
て
で
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

井
戸
水
に
つ
い
て
は
個
人
で
の

対
応
で
お
願
い
し
た
い
。

　
図
書
室
の
休
日
開
館
に

つ
い
て

　
休
日
も
含
め
有
効
に

　
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
す
る

問　
図
書
室
は「
町
民
セ
ン
タ

ー
・の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」の
３
カ
所
に
設

置
さ
れ
、３
カ
所
と
も
土・日・祭

日
は
閉
館
し
て
い
る
。

　

町
民
の
方
な
ど
か
ら
休
日
も

開
館
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ

り
、休
日
の
開
館
を
行
う
べ
き
で

は
。

教
育
長 

３
カ
所
の
図
書
コ
ー
ナ

ー
の
改
修
後「
図
書
ル
ー
ム
」と

改
称
し
て
お
り
、教
育
委
員
会
に

も
、土
日
の
開
館
を
要
望
す
る

声
が
届
い
て
い
る
。

　

有
志
の
方
が「
絵
本
を
楽
し

む
会
」を
休
日
に
実
施
し
た
い
旨

の
要
望
が
あ
り
、図
書
ル
ー
ム
を

使
用
し
て
６
回
実
施
し
た
。

　

小
学
生
が
勉
強
に
来
て
い
る

た
め
、休
日
も
含
め
町
民
の
方
が

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、引
き

続
き
検
討
す
る
。

　

国
保
基
金
に
つ
い
て

　
国
保
税
の
激
変
緩
和
の

際
に
活
用
す
る

問　
予
算
案
で
は「
阿
武
町
国

保
診
療
所
」の
建
設
工
事
に
国

保
基
金
を
繰
り
入
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、国
保
加
入
者

は「
自
分
た
ち
が
納
め
た
国
保

税
が
、基
金
へ
の
積
み
立
て
を
通

じ
て
診
療
所
の
整
備
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

複
合
施
設
は
大
規
模
な
事
業

で
あ
り
当
然
一
般
財
源
も
充
て

ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
国
保
加
入
者
は

町
税
に
加
え
て
、基
金
の
原
資
で

あ
る
国
保
税
も
施
設
整
備
の
た

め
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
不

公
平
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
解
消
に
基
金
を
使
っ
て

国
保
税
の
減
額
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長 

診
療
所
建
設
費
用
と
し
て

２
億
３
千
130
万
円
計
上
。

　

う
ち
２
億
円
は
過
疎
債
で
、

残
り
３
千
130
万
円
は
国
保
の
基

金
を
充
て
る
。

　

こ
の
財
政
調
整
基
金
の
中
身

は
、国
保
税
の
み
で
は
な
く
、国

や
県
か
ら
の
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
や
、県
か
ら
の
交
付
金
、町

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
保
加

入
者
が
二
重
の
税
負
担
で
あ
る

と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。

　

基
金
は
、国
保
税
が
県
統
一
に

な
り
現
在
よ
り
高
額
に
な
っ
た

時
に
、激
変
緩
和
で
使
う
べ
き
も

の
と
し
て
い
る
。

１
／
４
ワ
ー
ク
ス
援
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

 

活
動
の
実
態
や

　

 

利
用
し
て
い
る
農
家

援
農
者
の
声
を
取
材
し

広
報
あ
ぶ
や
萩
テ
レ
ビ

で
紹
介
し
て
い
き
た
い

問　
第
一
次
産
業
の
人
手
不
足

問
題
の
解
消
や
、関
係
人
口
の
創

出
等
を
目
的
と
し
た
新
た
な
援

農
の
仕
組
み「
１
／
４
ワ
ー
ク
ス

援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」は
、

平
成
30
年
よ
り
試
験
的
に
開
始

さ
れ
、今
年
で
７
年
目
を
迎
え
た
。

　

受
け
入
れ
農
家
側
の
現
状
は
、

私
も
含
め
た
４
戸
の
個
人
農
家
、

(

農)

福
の
里
、ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー

ム
阿
武
、福
賀
す
い
か
部
会
が
利

用
し
て
い
る
。ま
だ
ま
だ
、受
け

入
れ
農
家
が
少
な
い
よ
う
に
思

う
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、よ
り
多

く
の
町
民
の
方
に
知
っ
て
頂
く

た
め
に「
広
報
あ
ぶ
」や
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
募
集
記
事
の

掲
載
や
、萩
テ
レ
ビ
や
防
災
無
線

で
の
呼
び
か
け
、Ｊ
Ａ
の
町
内
各

生
産
部
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
が
考
え
ら
れ
る
の
で

は
。

　
町
長 

立
ち
上
げ
当
初
は
、求
人

知
識
も
ス
キ
ル
も
持
た
な
い
町

職
員
が
試
行
錯
誤
で
行
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、参
加
者
は
２

〜
３
人
だ
っ
た
が
、そ
の
後
、

農
家
と
援
農
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
展
開
し
て
い
る「
ア
グ
リ

ナ
ジ
カ
ン
」等
の
協
力
を
得
て
、

年
々
援
農
者
も
拡
大
し
、直
近
の

令
和
６
年
度
で
は
、15
人
の
参
加

が
あ
り
、利
用
農
家
さ
ん
か
ら

好
評
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、効
果
や
成
果
が
分
か

ら
な
い
な
ど
、Ｐ
Ｒ
不
足
も
確
か

に
あ
る
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、活
動
の

実
態
や
、利
用
し
て
い
る
農
家
さ

ん
の
声
や
援
農
者
の
声
等
を
取

材
し
、「
広
報
あ
ぶ
」や
、萩
テ
レ

ビ
等
で
紹
介
し
た
い
。

問　
今
後
、農
業
以
外
の
漁
業

や
林
業
、第
二
次
・
三
次
産
業
に

も
従
事
し
て
も
ら
え
る
よ
う
制

度
を
充
実
し
て
行
く
べ
き
で
は
。

町
長 

例
え
ば
、水
産
業
で
は
、奈

古・宇
田
郷
地
区
の
定
置
網
で
の

活
用
や
、道
の
駅
の
販
売
員
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

受
付
や
、テ
ン
ト
張
り
等
へ
の
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

短
期
的
な
労
働
力
の
需
要
も
、

掘
り
起
こ
せ
ば
相
当
あ
る
。今

後
、事
業
者
と
協
議
し
た
い
。

問　
こ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
て

い
る
の
は
、福
賀
地
区
の
方
々
だ

け
だ
が
、今
後
奈
古
・
宇
田
郷
地

区
へ
の
事
業
の
展
開
は
。

町
長  

現
在
奈
古・宇
田
郷
地
区

に
は
、福
賀
地
区
の
よ
う
に
、野

菜
や
果
物
を
大
規
模
に
栽
培
す

る
農
業
経
営
体
は
な
く
、水
稲

が
主
で
あ
る
。経
験
が
な
く
て
も

出
来
る
農
作
業
が
少
な
い
た
め
、

な
か
な
か
一
見
の
援
農
者
で
は

難
し
い
と
考
え
る
。

問   

現
状
と
し
て「
福
賀
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
」の
農
閑
期（
閑
散
期
）の

副
町
長　
基
本
的
に
は
全
戸
、

及
び
全
事
業
所
に
設
置
で
あ
る

が
、設
置
し
て
も
音
を
最
小
に
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、道
の
駅
の
事
務
所
、

プ
ー
ル
や
温
泉
等
の
公
共
施
設
、

地
区
の
公
民
館
は
町
に
て
設
置

し
て
い
る
。

　

ま
た
、各
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
、使
用
料
を
頂
い
て
設
置
し

て
い
る
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
７
回
）

問 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
改
修

費
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
内
奥
の
、圧
縮
梱
包
機

の
投
入
口
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

山
が
崩
れ
る
事
が
多
く
、防
止

策
と
し
て
仕
切
り
板
を
製
作
、

ま
た
、入
り
口
の
段
差
を
解
消
す

る
改
修
を
行
っ
た
。

令
和
７
年
度 

一般
会
計予

算

問 

書
か
な
い
窓
口
と
は
ど
の
様

な
も
の
な
の
か
。

副
町
長 

申
請
書
ご
と
に
名
前

や
住
所
等
を
書
く
の
で
は
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
申
請
書
を
選
択
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
本
人

確
認
後
、本
人
の
氏
名
等
入
力

さ
れ
た
申
請
書
が
表
示
さ
れ
、

申
請
書
の
印
刷
が
出
来
る
も
の

で
、手
続
き
の
簡
略
化
を
行
う
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
業

務
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

１
／

４
ワ
ー
ク
ス
で
利
用
し
て
い
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、農
閑

期
に
も
有
効
活
用
す
る
為
に
、

民
泊
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の
利

用
に
つ
い
て
、実
際
に
東
北
地
方

で
実
績
の
あ
る
業
者
の
方
に
委

託
す
る
。

問　
防
災
無
線
の
音
声
読
み
上

げ
ソ
フ
ト
の
性
能
は
実
証
し
た

の
か
、ま
た
、聞
き
取
り
や
す
い

の
か
。

副
町
長 

現
在
、実
際
に
役
場
庁

舎
内
で
の
放
送
で
利
用
し
て
い

る
。

　

入
力
し
た
文
章
を
音
声
で
流

す
が
、音
声
の
選
択
、ア
ク
セ
ン

ト
位
置
の
指
定
や
、ス
ピ
ー
ド
調

整
も
可
能
で
あ
る
。

問　
最
近
回
収
不
可
能
な
ゴ
ミ

が
目
立
つ
が
、分
別
方
法
の
周
知

の
仕
方
を
変
え
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

来
年
度
、現
行

の
ポ
ス
タ
ー
形
式
の
案
内
で
は

な
く
、冊
子
に
て
詳
し
く
案
内
を

行
う
。冊
子
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
事
で
、分
別
方
法
を

映
像
で
見
え
る
様
に
す
る
な
ど

改
善
を
行
う
。

問　
多
目
的
運
動
施
設
改
修
工

事
は
道
の
駅
プ
ー
ル
の
事
と
思

う
が
、利
用
者
へ
の
説
明
等
、

き
ち
ん
と
対
応
し
た
上
で
の
予

算
化
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

利
用

者
に
つ
い
て
は
町
外
の
方
が
多

い
が
、町
の
子
ど
も
た
ち
の
水
泳

教
室
で
の
利
用
も
あ
る
。

　

水
泳
教
室
に
つ
い
て
、太
陽
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
、曜
日
や

萩
ま
で
の
送
迎
に
関
し
て
協
議

中
で
、話
が
ま
と
ま
り
次
第
、対

象
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

た
だ
、運
営
に
関
し
て
は
、毎

年
町
よ
り
赤
字
補
填
を
行
っ
て

お
り
、更
に
、プ
ー
ル
の
底
面
で

は
ペ
ン
キ
が
剥
が
れ
た
り
、剝
が

れ
た
ペ
ン
キ
片
は
ケ
ガ
の
原
因

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、安
全

性
に
も
不
安
が
あ
る
。

　

様
々
な
要
素
を
考
え
た
上
で
、

多
目
的
運
動
施
設
と
い
う
考
え

に
至
っ
た
。

＊　　

　

　
阿
武
町
立
小
中
学
校
の

学
力
の
現
状
と

    

今
後
の
学
力
向
上
への

取
り
組
み
に
つ
い
て

　　
「
公
設
町
営
塾
」と

　
「
Ａ
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ

セ
ミ
ナ
ー
」で

　
学
力
向
上
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問 

私
は
、こ
れ
ま
で
阿
武
町
教

育
と
し
て
、ふ
る
さ
と
教
育
を
推

進
し
て
き
た
。

　

今
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
参
加
す
る
事
で
、町
を
理
解

し
、自
ら
学
ぶ
意
思
を
感
じ
、

そ
れ
は
学
校
行
事
で
の
体
験
や

発
表
、ま
た
は
学
校
関
連
の
会

議
で
も
伺
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、保
護
者
や
学

校
運
営
委
員
な
ど
か
ら
学
力
に

対
す
る
不
安
の
声
も
聞
こ
え
て

お
り
、実
際
に
阿
武
町
の
子
ど

も
た
ち
の
学
力
は
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

　

そ
れ
に
対
し
て
今
後
、教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
こ
こ
数
年
、阿
武
町
の

学
力
は
全
国
平
均
を
や
や
下
回

っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

こ
の
結
果
を
見
て
不
安
の
声
が

あ
が
る
こ
と
は
当
然
だ
と
思
う
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
こ
の

結
果
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、

強
い
危
機
感
と
課
題
意
識
を
学

校
と
共
有
し
、現
在
二
つ
の
新
規

事
業
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
。

　
一
つ
は
、町
長
の
施
政
方
針
の

中
に
も
あ
る
公
設
の
町
営
塾
の

開
設
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
の
勉
強

の
場
の
一
つ
と
し
て
、阿
武
町
に

学
習
塾
を
作
り
学
校
以
外
で
も

勉
強
が
し
た
い
子
は
、わ
ざ
わ
ざ

他
の
市
町
に
行
か
な
く
て
も
勉

強
が
で
き
る
と
い
う
学
習
環
境

を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
。

　

具
体
的
な
こ
と
は
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
が
、ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
の
塾
を
作
る
の
が
阿
武
町
の

子
ど
も
た
ち
の
実
態
に
合
っ
て

い
る
の
か
、令
和
７
年
度
一
年
間

を
か
け
て
実
証
実
験
等
を
行
い

な
が
ら
、令
和
８
年
４
月
か
ら
の

開
設
を
め
ざ
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、夏

休
み
や
冬
休
み
等
の
長
期
休
み

期
間
を
利
用
し
た
勉
強
会「
Ａ

Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」の

開
設
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、山
口
大
学
教
育
学

部
の
協
力
の
下
、子
ど
も
た
ち
の

防災行政無線使用料が無償化されました！
　町では災害時の避難情報等を、住民の皆さん
にすみやかに伝えるため、防災行政無線を各戸
に１台設置を基本としています。
　令和７年度４月から、使用料（月額200円）が
無償化されました。

総務課 ☎2-3110

◆新規設置や、転出、転居、死亡等による使用中止
等は今まで通り手続きが必要となります。 

◆令和６年度分までの使用料については、債務が
継続しますので、未納の方は早めの納入をお願い
します。

令和７年４月から令和７年４月から

道の駅温水プール
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就業支度金就業支度金

結婚新生活支援補助金結婚新生活支援補助金

結婚祝金結婚祝金
男女ともに町内で暮らし、住み続ける意思のある
方が結婚された場合、町からあぶPAY10万Pの
お祝いを贈ります！

夫婦ともに39歳以下で
世帯所得500万円未満の
新婚世帯に、住宅取得・
賃貸・引っ越し・住宅リフォームの
費用を補助します！（上限30万円）

家賃補助金家賃補助金
新たにＵ・Ｉターン世帯が町内の賃貸住宅に入居された場合、
家賃の２分の１の額を、２年間補助します！（上限：月２万円）

住宅取得補助金住宅取得補助金
１．基本補助金　　　
　①～④のいずれかの方が住宅を取得された場合、対象経費の10分の１の額を補助
　【①新婚世帯】　【②子育て世帯】　【③Ｉターン者】　【④Ｕターン者（65歳未満）】
　　　(１) 新築住宅取得（150万円が上限）　　(２) 中古住宅取得（30万円が上限）
２．加算補助金　
　　　(１) 町内業者の施工で新築住宅を取得された場合は、基本補助金に50万円を加算
　　　(２) 町の分譲宅地を購入し住宅を新築された場合は、基本補助金に30万円を加算

空き家リフォーム補助金空き家リフォーム補助金
１．リフォーム　
　町の空き家バンク登録物件に、50万円以上のリフォームを行った場合
　　　（１）町内建築業者の場合 …… 補助対象経費の２分の１の額を補助（上限100万円）
　　　（２）町外建築業者の場合 …… 補助対象経費の２分の１の額を補助（上限75万円）　　
２．不要物の撤去補助金　
　町の空き家バンクに登録された物件の不要物撤去を、町内の業者に委託して10万円以上の
　一般廃棄物処理を適正に行った場合、補助対象経費の２分の１の額を補助（上限30万円）

町内で暮らしている方が新卒で就業
された場合、「支度金」を交付します！
　（１） 町内就業                      あぶPAY10万P
　（２） 町外就業（通勤）  あぶPAY10万P
新たに農林水産業に就業された場合
にも「支度金」を交付します！
　　　　　　　　　あぶPAY10万P＋10万円

阿武っ子出産祝金阿武っ子出産祝金
町民の方の出産時に、「祝金」を贈ります！
　（１） 第１子        あぶPAY10万P＋10万円
　（２） 第２子        あぶPAY10万P＋20万円
　（３） 第３子        あぶPAY10万P＋40万円
　（４） 第４子以上 あぶPAY10万P＋90万円

双方が29歳以下の場合は上限60万円

定住意思のある65歳未満の方が、
就業のためにＵターンされた場合、
奨励金を交付します！
　　単身世帯：あぶPAY10万P
　　家族世帯：あぶPAY10万P＋10万円

Uターン奨励金Uターン奨励金

定住意思のある方がＩターンされた
場合、奨励金を交付します！
　　単身世帯：あぶPAY10万P
　　家族世帯：あぶPAY10万P＋10万円

Iターン奨励金Iターン奨励金 Ｕ・Ｉターンともに中学生以下１人につき
10万円を加算（上限30万円）します！

◆
定
住
奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。申
請
に
あ
た
っ
て
は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

定住奨励金定住奨励金 令和6年4月1日より定住奨励金の交付金額の一部が、
デジタル地域通貨「あぶPAY」のポイントで交付されます。

新生活のスタートは阿武町で！

まちづくり推進課
☎２-3111
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令和７年度　

入園・入学式
令和７年度　

入園・入学式
それぞれの新入生　　　　　 ・みどり保育園　：19人
・阿武小学校　　：14人　    ・福賀小学校　　：１人
・阿武中学校　　：17人　    ・萩高校奈古分校：24人
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　この春、中学校を卒業した生徒を対象にした、交流イベ
ント「鹿島上陸大作戦」が３月24日に開催され、17人が参
加しました。
　これは交流を通して思い出づくりやふるさと阿武町の
良さを感じてほしいという目的で（一社）あぶナビが企画
したものです。
　鹿島は、町のシンボル的な存在ですが、初めて上陸す
る生徒がほとんどで、清掃活動や島内探検を通じて自然
のすばらしさを実感していました。
　その後、ABUキャンプフィールドで、「モルック」や無角
和牛の焼肉や焚き火で食材を炙って食べる「フォーキン
グ」などを楽しみ、参加者からは、「こうやってまたみんな
で再会できたらいいなって思います。」といった声があり、
中学校生活最後の楽しい思い出づくりになりました。

中学校最後の思い出に
鹿島上陸大作戦

あなたの身近なまちの話題をお寄せください。まちづくり推進課　☎2-3111

　４月７日、交通ルールやマナーを理解・実践し、お互
いの安全意識を高めて交通事故を未然に防ぐことを
目的に、「交通マナーアップ作戦」が、町内３地区で実
施され、ボランティアの皆さんが車の窓越しに安全運
転を呼びかけ、啓発グッズを手渡しました。
　令和６年中、阿武町内では人身事故が２件発生し
ました。交通ルールを知る、守ることが安心・安全の第
一歩になりますので、安全運転を心がけて交通事故
ゼロをめざしましょう。

　３月20日、美浜の旧河野酒造で、「あぶのべっぴん
市」が開催され、まちの女性たちの自慢の逸品が並び
ました。
　会場内では、もちつき体験も開催され、臼と杵を
使った昔ながらのもちつきに初挑戦する子どもの姿も
あり、息を合わせてもちをつく難しさを体感しました。
　同会場で行われたカラオケ大会では、のど自慢の皆
さんが歌声を披露し、大いに盛り上がり、みんなが参
加できる一体感のある「あぶのべっぴん市」になりまし
た。

町内３地区で交通安全指導
交通マナーアップ作戦

地域の皆さんの自信の逸品が並ぶ
第８回あぶのべっぴん市

森・里・海 ま ち の 話 題 ABU MonthlyTopics

息をあわせて「もちつき」に挑戦

無角和牛の焼肉を楽しむ食後はチーム対抗の「モルック」焚き火で食材を炙る「フォーキング」

人生初の鹿島で思い出づくり

窓越しに安全運転の声かけを実施

町の老舗バンド
「阿胡スティックス」も
会場を盛り上げます
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「地域に恩返しを」福賀出身の德永医師が「なご診療所」で勤務「地域に恩返しを」福賀出身の德永医師が「なご診療所」で勤務

“生まれ育ってきた阿武町が大好きで、いつかは町に貢献したいと考えて
いましたので、声をかけていただいたことに感謝しています。地域の医
師確保が問題になっている中で、自分の力が少しでも役に立てればいい
なと考え引き受けさせていただきました。診療を行う中で、お世話になっ
た地域の皆さんとも久しぶりに会うことができ、顔が見えるという意味
でもありがたく感じています。これからよろしくお願いいたします。”

町教委と３つの学校の連携強化をめざして

ABUスタートミーティングを開催しました！
町教委と３つの学校の連携強化をめざして

ABUスタートミーティングを開催しました！

　

奈
古
の
旧
齋
藤
医
院
に
設
置
さ
れ

た
「
な
ご
診
療
所
」
で
、
４
月
よ
り
、

福
賀
出
身
で
、
現
在
宇
部
市
在
住
の

德
永 

舞
子 

医
師
（
旧
姓
：
鈴
尾
）

が
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　

德
永
医
師
は
山
口
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
下
関
市
や
宇
部
市
の
病
院

に
勤
務
し
、
糖
尿
病
な
ど
が
専
門
の

内
科
医
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、「
な
ご
診
療
所
」
は
月
・

水
（
午
前
中
の
み
）・
金
曜
日
の
週

2.5
日
開
院
し
て
お
り
、
月
・
金
曜
日

は
齋
藤 

瑛 

医
師
が
引
き
続
き
担
当

さ
れ
、
水
曜
日
の
午
前
中
を
、
山
口

大
学
医
学
部
の
長
谷 

亮
佑 

医
師
と

德
永
医
師
の
ど
ち
ら
か
が
代
診
医
と

し
て
担
当
さ
れ
ま
す
。

　　

医
師
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

と
く
な
が　

ま
い
こ　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

  

す
ず
お

さ
い
と
う 

あ
き
ら

は
せ　

り
ょ
う
す
け

福賀出身の德永 舞子 医師（旧姓：鈴尾）
とくなが まいこ　　　　　　　　　　　 すずお

この度、阿武町教育委員会の
ホームページを開設しました。
今後、行事やできごとなどに
ついて、情報発信を行ってい
きますので、ぜひご覧ください。

阿武町教育委員会の
ホームページを開設

　４月８日､教育委員会と阿武町の全教員･学校関係者が一堂に
集まって「スタートミーティング」を開催しました。
　この会は､令和７年度をスタートさせるにあたって､阿武町の
教育はどこをめざして進んでいくのか、阿武町の学校の課題は
何なのか、その課題を解決するためにこの一年間みんなで何に
取り組んでいくのかを､教育委員会と全教員が共通理解を図り､
課題意識を共有することを目的としたものです。
　みんなで「阿武学園」をつくっていくために、阿武町教育委
員会と３つの学校が心を一つにして、学校教育に取り組んでい
きます。

第６回 ＡＢＵスイムラン道の駅フェスタ
令和7年７月6日 日

大会事務局
 （阿武町教育委員会）

☎08388-2-0501

会場 ABUキャンプフィールド特設会場 ほか
競技種目
 ◆ 個人の部（スイム1.5㎞＋ラン10㎞）
 ◆ リレーの部（スイム1.5㎞＋ラン10㎞）
 ◆ 個人ショートの部（スイム0.5㎞＋ラン4.2㎞）
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　今回は１月31日に開催された阿武町ヘルスメ
イトの『奈古地区交流研修会』の様子をご紹介し
ます。
　この日は朝から小雪の舞う寒い一日でしたが、
20名あまりの会員が町民センターに集い、有意
義なひと時を過ごしました。

後半はフレイル予防は栄養だけではなく、
筋力アップも必要ということで、健康福祉課
ごきげんまる得塾講師の清水さんによる「お
すすめ脳トレ体操」の実技指導を受けまし
た。

各自家庭から持参した血圧計を使い正しい測定の指導も受けました。

手足が違う動きをすることが難しくて、
笑いも起こりながら楽しく体を動かす
ことができました。

ということで、研修の前半は健康福祉課 
金子保健師と石川栄養士による“高血圧
ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト”の
取り組みの1つとして「毎日血圧を測って
みよう」という講演を聴きました。

阿武町民は
塩分の摂りすぎ

！

ナトカリ比も学んだよ

★ナトカリ比とは：尿中のナトリウムとカリウムの比率で２以下がよいとされています。
高血圧や脳血管疾患や心疾患との関係が深いので、腎臓の機能低下によりカリウム
制限が必要な方以外は、減塩や野菜摂取によりカリウムの摂取をおすすめします。

★ナトカリ比とは：尿中のナトリウムとカリウムの比率で２以下がよいとされています。
高血圧や脳血管疾患や心疾患との関係が深いので、腎臓の機能低下によりカリウム
制限が必要な方以外は、減塩や野菜摂取によりカリウムの摂取をおすすめします。

血圧に関するクイズで盛り上がりました！

まちのヘルスメイトさん
       \ \ヘルスメイトの活動を紹介します!//

記事：ヘルスメイト 末益 隆（西の二）
すえます  たかし
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3
／

18  

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
３
月
講
座
・
閉
講
式

　

令
和
６
年
度
最
後
の
講
座
と
な
っ
た
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
魚
を
捌
い
て
み
る
こ
と
。

　

ブ
リ
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
は
ブ
リ
が
な
く
、
メ
ジ
を
丸
々
一

匹
調
理
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
刺
身
、
メ
ジ
し
ゃ
ぶ
、

照
り
焼
き
、
あ
ら
汁
、
あ
ら
煮
と
メ

ジ
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
し
た
。

　

大
き
な
メ
ジ
が
あ
っ
と
い
う
間
に
解

体
さ
れ
、
余
す
こ
と
な
く
調
理
で
き

ま
し
た
。

　

食
事
を
し
な
が
ら
、
早
く
も
来
年

度
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
話
題
と
し
て

上
が
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
楽
し
く
・
お
い
し

く
・
和
気
あ
い
あ
い
と
で
き
る
講
座
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
で
は
、
学
級
生
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
料
理
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
☎
２―

２
０
４

４
ま
で
。

３
／

23　
奈
古
婦
人
会
総
会

　

奈
古
婦
人
会
で
は
、
令
和
６
年
度
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

や
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、

会
則
の
見
直
し
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
旧
役
員
の
交
代
も
行
わ
れ
、
次
年
度

に
向
け
た
新
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
講
演
で
は
、
役
場
健
康
福
祉

課
長
よ
り
、「
ま
ち
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
診
療
所
を
含
め
た
地
域
医
療
に
つ
い
て
の
理
解

が
深
ま
り
ま
し
た
。

3
／

9 

宇
田
郷
婦
人
会
総
会

　

総
会
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
35
人
の
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
決
算
報
告
と
新
年
度
の
事
業
や
予
算
、

役
員
の
新
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

「
電
話
で
詐
欺
の
お
話　

そ
の
電
話
、
本
当
に
大
丈

夫
？
」
を
鑑
賞
し
、
近
年
多
様
化
す
る
詐
欺
の
手
口
と
予

防
対
策
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

3
／

20 

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　

第
181
回
「
春
が
来
た　

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の　

夜
空
の
下

で
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冬
場
の
休
止
明
け
の
大
会
で
し

た
が
、
多
少
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
す
ぐ
に
慣
れ
ら
れ
競

技
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

福
賀
飯
谷
で

「
塞
の
神（
さ
え
の
神
）」を
発
見
し
ま
し
た
！

　

昨
年
の
夏
ご
ろ
、
地
域
の
方
よ
り
、〝
飯
谷
と
福
栄
（
紫
福
）

の
間
の
峠
に
祭
ら
れ
て
い
る
「
塞
の
神
」（
才
の
神
と
も
言
う
）

を
見
つ
け
ま
し
た
。〞
と
い
う
お
話
し
を
聞
き
、
捜
索
に
行
き

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
歩
き
ま
わ
り
、
つ
い
に
発
見
。

　
塞
の
神 （
さ
え
の
か
み
） 

　

道
祖
神
と
も
言
う
。
路
の

分
岐
点
や
町
村
の
堺
に
あ
っ

て
悪
い
者
が
入
っ
て
来
な
い

よ
う
に
防
ぎ
守
る
神
。
飯
谷

に
は
現
在
、
才
の
神
に
あ
っ

て
正
月
は
飾
り
や
ダ
ラ
イ
ギ

等
を
供
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
荒
れ
て
行
事
も
す
た
れ

て
い
る
。（「
飯
谷
風
土
記
」
よ
り
）

　
才
の
神
（
さ
い
の
か
み
）

　

道
辻
や
道
の
峠
等
に
祀
っ
て
あ
り
、
特
に
子
ど
も
の
病
気

の
時
に
祈
願
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
祈
願
す
る
時
は
何
を
お

供
え
し
て
も
願
い
を
叶
え
て
も
ら
え
る
と
い
う
。
そ
れ
故
子

ど
も
の
頃
、
何
で
も
見
る
物
毎
に
欲
し
が
る
こ
と
を
、「
お
前

は
才
の
神
だ
」
と
年
寄
り
か
ら
言
わ
れ
た
。
病
気
が
快
く
な

る
と
、
お
礼
詣
り
に
、
才
の
神
に
ワ
ラ
で
小
さ
い
馬
を
作
っ

て
お
供
え
し
た
。（「
福
賀
の
里
生
活
誌
」
よ
り
）

　

場
所
は
、
飯
谷
で
宇
生
賀
か

ら
の
県
道
（
高
佐
下
阿
武
線
）

が
交
わ
る
交
差
点
で
す
が
、
訪

れ
る
に
は
ち
ょ
っ
と
コ
ツ
が
い
り

ま
す
。
ヒ
ン
ト
は
〝
旧
県
道
？

の
行
き
止
ま
り
に
あ
る
〞
で
す
。

地
域
各
所
に
は
こ
の
よ
う
な
道

祖
神
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
祭
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

メジのすべてを堪能しました！今年度も地域のつながりを
大切に活動します！

【男性の部】
◆優　勝  伊藤 敬久（宇田中央）
◆準優勝  岩本 清(宇田中央)
◆第３位  西村 輝二(宇田中央)
【女性の部】
◆優　勝  潮　恵子(宇田浦)
◆準優勝  梅田 春美(宇田浦)
◆第３位  村木 眞砂栄(宇田浦)

〈敬称略〉

　いとう　よしひさ

いわもときよし

にしむら　てるじ

うしお　　けいこ

うめだ　　はるみ

　むらき　　 まさえ
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あかちゃんじまん
まちの宝

はじめまして！せなです☆
お兄ちゃんのことが大好きで、毎日追いかけて、お兄ちゃんの腕枕で寝ていますzZ
バイバイが上手になったので、見かけたら

バイバイしてください！

４月生まれ

田中 星音 くん（岡田橋）
令和６年４月16日生まれ

パパ：優真さん　ママ：あやのさん

たなか　　　せな

ゆうま　　　　　　　 　　　

せなせな

全国健康保険協会 山口支部  
保健グループ ☎083-974-1501

　「全国健康保険協会 （協会けんぽ）」 では、加入する40～74歳のご家族（被扶養者）を対象に特定健診
　を実施しています。年に1回の費用補助があり、お安く受診できるおトクな健診です。
　対象者には４月上旬に、協会けんぽからご自宅あてに、受診券（黄色の封筒）をお送りしています。
　受診可能な健診実施機関・費用については、同封の案内文書でご確認ください。
　年に1回は健診を受けて健康状態を確認しましょう。

祝！100歳長寿祝！100歳長寿
山中 ヤヨイさん （恵寿苑（上東郷））  
 大正14年３月30日生まれ

やまなか

おめでとうございますおめでとうございます

重度の障害のため常時特別の介護を必要とされる方に、次の手当が支給されます。
※特定の施設に入所している場合や、受給資格があっても請求しない場合は、受給できませんのでご注意ください。

　【特別障害者手当】
　　〇対　象：身体、精神の障害の状況が著しく重度なため、日常生活において常時特別の介護を必要とする
　　　　　　  在宅の20歳以上の方（入院が３ヶ月以上継続するときは対象外。所得制限有）
　　〇支給額：月額 29,590 円（令和７年度）
　【障害児福祉手当】
　　〇対　象：身体、精神の障害の状況が著しく重度なため、日常生活において常時特別の介護を必要とする
　　　　　　  在宅の20歳未満の方（障害を事由とする年金を受給されている方は対象外。所得制限有）
　　〇支給額：月額 16,100円（令和７年度）

特別障害者手当・障害児福祉手当をご存じですか？

山口県 萩健康福祉センター ☎0838-25-2664　　健康福祉課 ☎2-3115
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阿武町 民間住宅 リフォーム資金 助成事業
お住まいの住宅のリフォーム工事費に対する補助制度があります。ぜひ、活用の検討や、お早めの
ご相談を、よろしくお願いします。

◆補助対象 （全てに合致すること）　
   ・ 申請者が阿武町の住民で、　　　　　　　　　                            ・ 町内に営業所がある施工業者が施工するもの
　　  現に居住し、所有している住宅のリフォーム    　
   ・ 老朽化や模様替え、災害などによる修繕、補修のための工事         ・ 10万円以上（消費税を除く）の工事　　ほか　

◆受付期限　12月19日まで                                  詳細は町ウェブサイトをご確認ください。
土木建築課 ☎2-3112

PFAS 検査実施済み！安全安心な水道水です

※PFASとは：有機フッ素化合物のうち人工的に作られたフッ素が多い化合物の総称で、PFASを使った製品は
水や油をはじき、分解しにくいという性質があるため、人への健康への影響としてコレステロール値の上昇、発が
ん、免疫系等の関連性が指摘されています。

◆阿武町の水道水について 
　阿武町の水道水はPFAS(有機フッ素化合物の
一種)をはじめとした水質の検査・滅菌を実施
しており、安心してご利用いただけます。
　阿武町では、国の法定検査に加え、独自に
PFASの検査を実施し、PFASの汚染は確認さ
れませんでした。
　PFASの汚染検査は現在必須項目ではありま
せんが、安全性確認のため引き続き検査を実施
します。

土木建築課 ☎2-3112

町では安全安心な水道水を供給しています。この機会にぜひ簡易水道の加入をご検討ください。

◆阿武町の水道水を利用する場合 

基本料金：月々1500円～
※月10㎥まで。以後１㎥ごとに150円の追加。
別途メーター使用料・消費税別。
新規での開栓の場合、
別途加入料金が必要です。

ピーファス

二輪 (２５０ｃｃ超 )が軽 JNKSの対象車両になります
四輪および三輪の軽自動車・二輪（２５０ｃｃ超）について

継続検査窓口での納税証明書の提示が原則不要になります。　

・納付から軽ＪＮＫＳに納付情報が登録されるまで最大１ヶ月程度かかりま
す。納付後すぐに車検を受ける場合は、金融機関や本庁及び支所の窓口でお
支払いください。（納付書が納税証明書の代わりになります。）
・口座振替、金融機関での納付、スマホ納付の場合も軽ＪＮＫＳへの反映に時
間がかかります。
上記の方法で納付した方で、すぐに納税証明書が必要な場合は、支払いの事
実が確認できるもの（引き落としが記帳された通帳や領収書、スマートフォン
の決済履歴の画面）をお持ちのうえ、戸籍税務課税務係にお越しください。 戸籍税務課 ☎2-0500

令和７年４月より令和７年４月より

軽JUNKSとは：軽自動車税の納付状況を検査場で確認できるシステムのこと
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阿武町 中小企業等デジタル化 事業補助金

1 補助対象者あたり
１会計年度

20万円まで
（補助対象経費の 1/2 以内）

①阿武町内に事業所や住所等のある中小企業者、医療法人、 社会福祉法人、一般社団法人、
　一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人、特定非営利活動法人、学校法人、
　農林水産業を営む法人及び個人事業主
②今後も継続して事業を営む意志があること
③町税の滞納がないこと
④性風俗関連事業でないこと
⑤暴力団又は暴力団員が関与する事業でないこと
⑥補助を受ける事業が 国、県等他の制度の補助等を受けていないこと

■対象

■補助対象内容
①キャッシュレス決済、セキュリティ管理、勤怠管理及びＷＥＢ会議
　等生産性の向上に係るＩＴツールの導入に係る経費
②ＥＣサイトの開設及びオンラインショップ、オンラインモール出店
　に係る経費
③オンライン上で商品やサービスを紹介するために必要となるＷＥＢ
　サイトの作成及びリニューアルに係る経費
④動画コンテンツの作成及びリニューアルに係る経費
⑤ＩＴツールの導入におけるコンサルティング、導入設定、マニュア
　ル作成及び研修等に係る経費

まちづくり推進課　☎2-3111

阿武町内の中小企業等の経営の効率化及び生産性の向上のため、阿武町内の中小企業者等がデジタル技術
を活用した事業に取り組む経費の一部を補助します。

補助上限金額

健康福祉課☎ 2-3113

任意予防接種の対象者について
●18 歳～ 64 歳で、帯状疱疹に
罹患するリスクが高い方
●50 歳～ 64 歳で、65 歳からの
定期接種を待たずに接種したい方
※過去に帯状疱疹ワクチンの費用
助成を受けている方は対象外です

医療機関で接種

役場で手続きする

「生ワクチン」または「組み換えワクチン」のいずれか
を選択して予約してください。

接種料金は、医療機関によって異なります。
一旦、接種費用を全額お支払いください。
役場または各支所で申請書と「接種済証」、
「領収書」を提出してください。
接種費用の半額を助成します。

医療機関に予約１

２

３

役場まちづくり推進課または
各支所へ申請書類の提出が必要です。

高齢者帯状疱疹ワクチン定期接種が始まります
令和7年４月より

令和７年度の対象者は以下のとおりです
●令和８年３月３１日時点に、65・70・75・80・85・90・100 歳の方
●100 歳以上の方（令和 7年度に限る）
※4月中に対象者となる方にお知らせと予診票を発送します。
※令和 7年度対象にならない方は、5歳刻みの節目年齢となる年度に予診票を送付します。

「帯状疱疹ワクチン予診票」
が届いていることを確認

医療機関に予約

予約日に医療機関で接種

※過去に帯状疱疹ワクチンを接種している方は対象外
ですが、医師が必要と認める場合は接種ができます。

※「生ワクチン」または「組み換えワクチン」のいずれかを選択し、予約して
ください。接種するワクチンの種類については、接種医とご相談ください。
【自己負担額（接種回数）】
・生ワクチン（１回）：２,６６０円
・組み換えワクチン（２回）：６,６２０円（１回につき）

１

２

３

■65歳以上の方は定期接種の対象となります

19



《狩猟免許試験日程》 このほか、県内５ヶ所で別日程で行われます。
日　時：令和７年６月15日（日）午前９時～午後４時
会　場：美祢市民会館（美祢市大嶺町）
申込期限：6月４日（水）午後５時
申請書受付：萩農林水産事務所に提出
（郵送の場合､試験期日の申込期限までの消印があるものは有効）

狩猟免許申請手数料：
 （ 1 ）新規受験者　5,200 円
 （ 2 ）すでに免許を所持しており、さらに他の免許を受験する方　3,900 円

助成の区分
第１種銃猟免許
わな猟免許

助　成　の　条　件
新規に第１種銃猟免許を取得し、当該年度内に銃の所持許可を受け、狩猟者登録をすること

新規にわな猟免許を取得し、当該年度内に狩猟者登録をすること

助成金額
20,000 円
15,000 円

狩猟免許を取ろう！～免許取得などの経費を助成します～
新たな捕獲の担い手を確保･育成することで、農林業被害を軽減･防止するため、
「第１種銃猟免許」および「わな猟免許」の取得経費の一部を助成します。

山口県 自然保護課 ☎083-933-3050

萩農林事務所 森林部 ☎0838-22-3366

令和７年度 狩猟免許試験のお知らせ
「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」に基づく狩猟免許試験を実施します。
狩猟を行うには、狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けることが必要です。

※ 狩猟を行うには狩猟者登録手数料･狩猟税の納付･銃所持許可
　 取得費用などの経費が別途必要となります。
※ 試験日前日、同会場で、一般社団法人「山口県猟友会｣主催の
　 狩猟免許講習会が実施されます。
　 　　【受講料】 初心者：6,500円　 猟友会会員：4,000円
※ 銃の所持許可については、萩警察署にお問い合せください。
※ 山口県内に住所を有する20歳以上の方が対象。
　 ただし、網猟・わな猟は18歳以上が対象。　　

山口県
自然保護課
ＷＥＢサイト

対象の期間　：令和７年４月１日～１２月３１日の間に実施された整備・修繕費用
申請受付期間：令和７年５月１日～令和８年２月２８日
補助率　　　：対象費用の１/２以内
補助上限額　：法人５０万円、個人１５万円
支援の内容   ：販売店、修理業者等が行った対象機械の省エネにつながる整備・修繕等の費用
 　　　　　  （対象の機械は以下のとおり）
　　　　　   【農業】乗用のトラクター、田植機、管理機、スピードスプレーヤー、コンバイン
　　　　　   【林業】林内運搬車、専用のバックホウ
　　　　　   【漁業】船底清掃、塗装、機関整備等
補助対象者 ：【農業】経営耕地面積３０アール以上または販売金額が５０万円以上の事業者
　　　　　   【林業】【漁業】販売金額が５０万円以上の事業者

農林水産課 ☎2-3114

町内で農林水産業を経営されている皆様へ
農業・林業・漁業で使用する機械の省エネを目的とした

整備・修繕等の費用の一部を支援します
国の「物価高騰対応重点支援事業」の交付金を活用し、農業・林業・漁業で使用する機械の省エネを目的とした整
備・修繕等の費用の一部を支援します。
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即答を避け、相手の名前や所属、電話番号を確認し、一旦電話を切ってください。
口座番号等の個人情報を話したり、現金を支払ったり、振り込みをしないでください。
必ず、年金事務所（全国の相談・手続き窓口）または役場へ相談してください。

日本年金機構の職員などをかたった詐欺にご注意を！
日本年金機構の職員や委託事業者などと称して、現金を詐取する不審な電話、

訪問により実際に詐欺等に合う事案が多発しています！

①自動音声ガイダンスにより日本年金機構や年金事務所を名乗り、
「書類の提出確認が取れないため、手続きしないと年金の支給が止
まる」等と流れ、ダイヤル操作や折り返しの電話をさせようとする

日本年金機構 萩年金事務所 
☎ 0838-24-2158
阿武町役場 戸籍税務課

 ☎ 2-0500

年金のたより

②日本年金機構の職員を名乗り、「年金の支払いのために年齢や預
貯金額、家族構成を教えなければ、年金の支給を差し止める」と言う

個人情報を
聞き出そうと
しています！！

個人情報を
聞き出そうと
しています！！

③「保険料の納めすぎによる還付金があります」
「給付金が戻るので手続きするように」などと、
近くのATMに行くよう指示する

通帳などの情報を
聞き出し、預貯金を
引き出そうとしています！！

通帳などの情報を
聞き出し、預貯金を
引き出そうとしています！！

町内の介護サービス事業所等に勤務し、介護業務に従事する方（入職予定の方）に研修受講
および資格取得に要する費用の一部を当該年度予算の範囲において助成します。

2　助成金対象者　※以下の要件をすべて満たす方
・阿武町内の介護サービス事業所等に「介護職」として勤務している方または入職予定の方
・研修受講等を終えた後も、阿武町内の介護サービス事業所等にて、阿武町内居住者は 1年以上、
　阿武町外居住者は2年以上継続して勤務する意思のある方
・町税等の滞納がない方（住所地において）
・他の類似する助成金、補助金、貸付金等を重複して受給（申請）していない方

健康福祉課　☎2-3115

3　その他
・受講前または受講開始後30日以内（国家試験は受験前日）までに申請してください。
・助成金の申請は、年度に関わらず助成金の区分毎に１人１回のみです。
・年度内に複数の種類の助成金の申請をする場合は、助成限度額が合計95,000円になります。
・本助成金は、スキルアップを目的としておりますので、国家試験の合否に関わらず助成します。

阿武町介護人材取得等助成金

助成限度額
50,000円
80,000円
15,000円
9,000円
30,000円

助成対象経費
入学料・受講料・教材費・狩猟試験受講料の実額
(※交通費・参考図書代・コピー代等を除く)

受験料の実額（※交通費・参考図書代等を除く）
受験料の実額（※交通費・参考図書代等を除く）
受験料の実額（※交通費・参考図書代、コピー代等を除く）

研修受講等
①介護職員初任者研修
②介護福祉士実務者研修
③介護福祉士国家試験
④介護支援専門員実務者受講試験
⑤介護支援専門員実務研修

１　助成金の種類
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健康福祉課  ☎2-3113

『令和7年度 住民健診 始まります！』
～5・6・7月は健診強化月間です～

広報4月号と同送 5月上旬に送付
▼健診のしおり ▼がん検診受診券

（20歳以上女性・
  40歳以上男性）

▼特定健診受診券
（国民健康保険の方）

▼後期高齢者健診受診券
（75歳以上の方）

黄色 (A4)
黄色 (A5) 緑色 (A5)

水色 (A4)

今年度も完全予約制で行います。
本庁や支所へお申し込みください。

個別健診

・　　 ・　 　 月は、阿武町・萩市の健診強化月間です！

健診の開始時期は、医療機関によって異なる場合があります。事前に医療機関へ
お問い合わせください。（医療機関等の詳細は健診のしおりP.8～9参照）

この時期は感染症の流行や、予防接種の希望者が少なく、
比較的健診を受けやすい！

6月に各地区で集団健診を実施！がん検診・特定健診・
歯周疾患検診がまとめて受けられる！

WEBでも予約ができます
（下記の二次元コードからご予約ください）

日にち
6月5日(木)
6月7日(土)
6月11日(水)
6月13日(金)
11月22日(土)

場所

町民センター（奈古）

のうそんセンター（福賀）
ふれあいセンター（宇田郷）
町民センター（奈古）

予約受付期間

5月7日（水）～5月23日（金）

9月1日（月）～11月7日（金）

令和7年5月7日（水）～令和8年2月28日（土）まで

詳細は、
健診のしおりをチェック

受診率アップ大作戦
健診へ行こう！

黄色の封筒で
送ります

集団健診
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令和7年度

「高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト」

♪ハ
ッピー

あぶ町♪
♪ハ

ッピー
あぶ町♪

本庁・各支所に貸し出し血圧計があります。
家庭血圧は、『脳血管疾患や心筋梗塞などの発症
を予測する方法として、診察室血圧よりも家庭
血圧の方が優れている』ことがわかってきまし
た。ぜひ家でも測定しましょう！

「高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト」とは…
若い世代の方も、高血圧の治療をしている方も血圧を適切に管理する人が増えることで、
脳血管疾患になる方を減らすためのプロジェクトです。あなたもぜひご参加ください！

家庭血圧計を貸出します

自分の血圧を知ろう！

健康福祉課
☎2-3113

健康習慣①

みんなで 　
　    実践！

■血圧に関する講演会（血圧専門医が講師）を予定
■血圧測定に関する出前講座も実施します！

高血圧の診断基準は下記の図になります。
血圧測定は、朝晩 2回ずつ測定し、血圧手帳に
記録しましょう。

減塩に配慮したランチを各地区で 2回実施。
食べて学ぶ機会を設けます。
昨年度の参加者からは
「調理方法などでおいしく食べられる事がわかった」
「薄味なのにおいしかった」
「塩分を取り過ぎていたことがわかった」
「この味に慣れていきたい」　等の声がありました。
　ぜひみなさんも参加してみませんか？

「うましおランチ」を開催します

減塩について取り組もう！

下記のチェックを保健事業時に実施し、減塩・
野菜摂取量増加の取り組みを推進します！
■ベジチェック：手のひらを機械に数秒載せる
だけで推定野菜摂取量がわかります。
■ナトカリ計：尿を、機械を用いて測定するだ
けでナトリウム（塩分）カリウム（野菜等の摂取）
の摂取のバランスがわかります。

減塩・野菜摂取量増加を目指します

痛みがあってもできる運動指導（ロコタス）を実施！
足腰年齢、年齢・身体機能の測定結果をもとに、現
在のあなたに必要な運動を処方します。
オーダーメイドの運動を実施して、あなたにあった
運動をしてみましょう！

阿武町ハッピーマイレージは令和 6年度をもって終了しました。
ポイント交換は令和 7年 9月末まで可能です。
令和 7年秋頃に新しいポイント事業を開始する予定です。楽しみにお待ちください !!

オーダーメイドの「運動処方」します

今より10 分動こう！

阿武町ハッピーマイレージ終了のお知らせ

タイソーブーブーを本庁・両支所にて
無料で貸し出します。
ラジオ体操CDをご希望の方はプレゼントします！
聞き覚えのあるラジオ体操をして、今より10分
運動を増やしてみませんか？

ラジオ体操の推進
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絵：池田 幸枝

絵および俳句は
町民センターで
展示しています
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夜間・休日の当番医について
～急な病気やけがで診療が必要な時にご利用ください～

救急医療は急を要する患者さんのためのものです。
症状が緊急性ではない比較的軽症な場合は、夜間や
休日ではなく、通常の外来での受診をお願いします。
また、発熱の症状で受診される場合は、必ず事前に
医療機関に電話してください。

平日の夜間・土曜日の当番医（電話やホームページで確認ができます）

日曜・祝日・年末年始の当番医

萩駅

萩市民体育館

萩市民病院

ＪＲ山陰本線

26264

萩市休日急患診療センター 「重症か軽症か」、「急ぎかそうでないか」
など判断することが難しいときは･･･
萩・阿武健康ダイヤル 24
☎ 0120-506-322

（24時間 365 日・通話料無料）

※受付は 21:30まで
【問い合わせ先】萩・阿武健康ダイヤル（☎ 0120-506-322）
【診療時間】

【医療機関】萩市休日急患診療センター（☎ 0838-26-1397）
【診療時間】

健康福祉課
☎2-3113

〈地図〉

発熱・頭をぶつけた・嘔吐・けいれんなど、
お子さんの急病のときは…
こども医療でんわ相談
『＃8000』 

または
☎ 083-921-2755
（19:00 ～翌朝 8:00）

意識がない、激しい痛み、多量の出血など、
明らかに重症と思われる場合は、迷わず『119』へ連絡を！

※いずれも受付は 30 分前まで

萩市医師会（当番医）
の確認はこちら

※受診する前に事前に電話をしてください

平　日：18:00 ～ 22:00
土曜日：12:00 ～ 22:00

内科・外科：9:00～12:00/13:00～16:00/17:00～22:00
歯科　　　：9:00～12:00/13:00～15:00

阿
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ご
案
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5月阿武町の人口と世帯数

（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,001

465

438

2,904

(－17）

( ２ )

(－６）

（－21)

969

247

241

1,457

( － )

( １ )

(－２)

(－1)

10

27

0

4

転入

転出

出生

死亡

（３月末）

（　）内数字は前年件数

区　分
負傷者死者

人　身　事　故
件数

３月の交通事故

１
（０）
0

（０）
０
（１）

４
（１）

０
（0）

４
（１）

１
（２）

108
（91）

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

物損
事故

小田建設

吉岡土建
阿武建設

ニッタイコンクリート工業
日本テクノ株式会社
社会福祉法人 阿武福祉会

土木作業員
土木施工管理技士
土木作業員
土木作業員
経理事務員

電気主任技術者
介護職員（介護福祉士）

194,400円～
250,000円～
210,000円～
212,000円
180,000円～
299,300円～
200,000円～

ツルハグループ
（ウオンツ）

バンザイエンタープライズ
有限会社 鹿野ファーム
シルバーサポート
ジャパン

店舗運営スタッフ（総合職）
店舗運営スタッフ（リージョナル社員）
店舗運営スタッフ（限定正社員）

調理・清掃
養豚飼育管理員（阿武農場）
福祉理容師・福祉美容師

福祉理容師

210,000円～
200,000円～
180,000円～
172,000円～
170,000円～
180,000円～
時給1,300円～

萩健康福祉センター ☎ 0838-25-2667

日

7

８
14
20
22
28

曜

木

木
水
火
木
水

時間
13:30～

13:30～

14:00～
13:30～
13:30～
13:00～
13:30～
13:00～

行事予定
風しん抗体検査
HTLV-１抗体検査
C型・B型肝炎ウイルス検査
エイズ即日検査
くるみの会（ひきこもり家族会）
骨髄ドナー登録会
心の健康相談（精神科医）
暮らしと心身の総合相談会
お酒に関する困りごと相談

山口県 萩健康福祉センター
 ５月の行事予定

米国による追加関税措置等の影響が懸念される中小企業者からの
資金繰りや経営に関する様 な々相談を受け付けます。

まちづくり推進課 ☎2-3111

米国の関税措置に伴う
山口県特別相談窓口の設置について

【特別相談窓口】
県（経営金融課）、県信用保証協会、各商工会議所、
県商工会連合会、県中小企業団体中央会、
やまぐち産業振興財団、各金融機関

空き家情報 募集中！
　阿武町では、賃貸や売買で空き家の活用を考えている方
から家の情報をいただき、利用希望者に情報を提供する
｢空き家バンク｣制度を設けています。

　まだ使える空き家の利活用を図ることで、
集落内の空き家が「危険空き家」になること
を未然に防げます。

　登録につながりそうな「空き家」について、
ぜひ、情報をお寄せください。

阿武町
空き家情報
紹介ページ

阿武町では、空き家・廃屋などの調査を実施します。
自治会長さんが各集落の建物を点検されますので、
みなさま、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

実施期間
５～６月ごろ

 ５月28日（水） 町民センター（奈古）
 ５月29日（木） ふれあいセンター（宇田郷）
 ５月30日（金） のうそんセンター（福賀）

いずれも午後７時～

令和７年度

まちづくり懇談会

まちづくり推進課 ☎２-3111

子
育
て
は 

教
育
よ
り
も 

共
育
で

３月分 ハローワーク萩 ☎0838-22-0714町内の求人情報（４月９日現在） 

※掲載している求人情報は、すでに決定済みの場合もあります。

まちづくり推進課 ☎２-3111

日

1

3
8

9

12

14

15

16
17
20
22
24

25
26
28

29

30

曜

木

土
木

金

月

水

木

金
土
火
木
土

日
月
水

木

金

行事予定
町長初登庁式（9:00）【役場大会議室】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
福賀月例グラウンドゴルフ大会（13:30）【福賀GG場】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
食改役員会（9:00）【役場大会議室】
保護者会役員会（19:30）【みどり保育園】
健康教室さくら会（9:00）【町民センター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会（9:00）【役場会議室】
身体測定（11:00）【みどり保育園】
心配ごと相談（9:00）【町民センター】
ひよこクラブ（9:45）【母子センター】
誕生会（11:00）【みどり保育園】
親子バス遠足（年長児親子）（9:00）【秋吉台サファリランド】
阿武町身体障害者福祉協議会協総会（10:00）【町民センター】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
こいのぼり大運動会（9:00）【福賀小グラウンド】
鳴き砂清掃ボランティア（9:00）【清ヶ浜海水浴場】
森里海の市（10:00）【道の駅阿武町】
避難訓練・交通安全指導（11:00）【みどり保育園】
まちづくり懇談会（19:00）【町民センター】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
まちづくり懇談会（19:00）【ふれあいセンター】
まちづくり懇談会（19:00）【のうそんセンター】
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作品は道の駅温泉棟１階に展示中

「フレイル予防のためのおすすめレシピ！」より

鶏肉と野菜のホイル焼きご飯

［作り方］
❶ アルミホイルは40cm2枚を
    10cm重ねて大きい状態にする。

❷ 中央にバターを薄く塗り、
     玉ねぎ・ご飯・鶏肉をのせ、
     塩・こしょう・カレーパウダーを振る。

❸ 鶏肉の上に食べやすい大きさに切ったブロッコリー・パプリカ・
　 かぼちゃ・しめじ・えび・ミニトマトをのせる。

❹ 小さく切ったバターを散らし、塩こしょう少々をしっかりめに
　 振り、輪切りレモンをのせる。

❺ ホイルの上下を重ね、左右は内側に折りたたむように巻いて
　 オーブントースターで25分焼く。

❻ 具材に火が通ったらホイルを広げ、よく混ぜる。

by 長嶺 真理子 （栃原）

［材料１人分］
ご飯･････････････100g
鶏もも肉･･････････100g
玉ねぎ輪切り････････50g
塩こしょう･･････････少々
カレーパウダー･･････適量
エビ･･･････････････１尾
しめじ･･････････････30g
ブロッコリー････････40g
かぼちゃ････････････30g

ながみね　まりこヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料
理

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料
理

パプリカ･･････････20g
ミニトマト･････････1個
塩こしょう･･････････少々
バター（無塩）････････15g
レモン輪切り･･･････2枚
アルミホイル･40センチ2枚

★「
ス
マ
ホ
写
真
」も
大
歓
迎
！
あ
な
た
の
投
稿
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。  

◆
あ
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フ
ォ
ト
倶
楽
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事
務
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１
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　福賀の宇生賀盆地の田園の美しさに惹かれ、東京
から阿武町への移住を決意しました。
　1/4worksで農家さんを手伝っていた自身の経験
を活かして「農家さん」と「1/4worksの働き手さん」
との良好な関係づくりができるよう頑張っていきたい
と思います。
　そして、「1/4worksの働き手さん」が阿武町に来
たくなるような環境をつくっていきたいです。

　福賀の宇生賀盆地の田園の美しさに惹かれ、東京
から阿武町への移住を決意しました。
　1/4worksで農家さんを手伝っていた自身の経験
を活かして「農家さん」と「1/4worksの働き手さん」
との良好な関係づくりができるよう頑張っていきたい
と思います。
　そして、「1/4worksの働き手さん」が阿武町に来
たくなるような環境をつくっていきたいです。

任務  ・1/4worksのコーディネーターに関すること
　　  ・関係人口づくりに関すること

4月１日

着任!
  4月１日

着任!
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肉・魚があれば、残り物の野菜は
何を使ってもOK

旬の野菜/菜の花・アスパラ・
絹さや・タケノコ等でもどうぞ!

分からないこともありますが、
地域の皆さまの指導のもとで
頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします！

●3月12日早朝、ミサゴの巣作りに出会い、少し体の小さな
お父さん鳥が懸命に小枝を運んでいました。

「お父さん鳥は大変なのだ！！」  西村 信教 （市）
にしむら  のぶのり

●今年に入ってあちこちで大雪でした。
　つくしんぼを見るとやっと春が来たのかな？と感じます。

「散歩で出会ったつくしんぼ」  阿武 静恵 （水ヶ迫）
あんの　しずえ

私 の 一 品

会員作品紹介
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